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　平安時代から千年以上受け継がれてきた日本の伝統音
楽である雅楽。２月 17 日、教育文化センター「みらい」
文化ホールで忍雅楽会による雅楽演奏会が行われ、会場
は雅やかな雰囲気に包まれました。
　管弦で幕を開けたこの日の演奏会は、行田フロイデと
の「荒城の月」の共演に続き、舞楽が演じられました。

「蘭
らんりょうおう

陵王」「陪
ば い ろ

臚」では、華やかな衣装を身にまとった舞
人が優雅で力強い舞を披露。演奏と舞の迫力に観客は息
を飲んでいました。

「水と緑 個性あふれる文化都市」
　を目指した取り組みを紹介します……………２～３
めざせ世界遺産！さきたま古墳群魅力発見隊……………４
固定資産の縦覧と閲覧ができます……………５
平成 20 年度から健診の制度が変わります……………８〜９
保健案内……………１４～１５
写真館……………１８～１９
広場……………２０～２１
催し・募集……………２２～２５
歴史系譜・キラリ元気……………２６
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市
民
の
だ
れ
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
し

た
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ
う
に
、
安
心
で
、
便
利

で
、
し
か
も
快
適
な
都
市
・
生
活
基
盤
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

○
（
仮
称
）
前
谷
下
忍
線
道
路
改
良
事
業

　

市
民
の
交
通
の
利
便
性
向
上
に
は
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
道
路
整
備
。
市
で
は
、
計
画
的

に
道
路
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

（
仮
称
）
前
谷
下
忍
線
の
幹
線
道
路
が
開
通
し

た
ほ
か
、
野
地
内
や
中
江
袋
地
内
の
幹
線
道
路

な
ど
の
道
路
改
良
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

　

利
根
川
・
荒
川
が
氾は
ん
ら
ん濫
し
た
場
合
の
浸
水
情

報
と
避
難
に
関
す
る
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

わ
か
り
や
す
く
提
供
し
、
洪
水
時
の
人
的
被
害

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

○
消
防
施
設
整
備
事
業

　

安
心
・
安
全
に
対
す
る
意
識
は
年
々
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

の
消
防
活
動
を
支
え
る
べ
く
、
消
火
栓
な
ど
の

新
設
や
２
カ
所
の
分
団
庁
舎
新
改
築
の
ほ
か
、

危
険
物
火
災
の
消
火
活
動
に
必
要
な
化
学
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
な
ど
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
、
い

き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ
う
な
思
い

や
り
の
あ
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
乳
幼
児
と
保
護
者
に
交
流
の
場
を
提
供

し
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
、
講

習
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
「
つ
ど
い
の
広
場
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

○
放
課
後
児
童
対
策
事
業

　

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
常
時
留
守
家
庭

と
な
っ
て
い
る
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

の
児
童
に
安
心
・
安
全
な
生
活
の
場
を
供
す
る

た
め
の
学
童
保
育
室
。
今
年
度
は
下
忍
学
童
保

育
室
お
よ
び
荒
木
学
童
保
育
室
を
整
備
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
市
内
14
カ
所
で
公
設
12
カ
所
、

民
設
２
カ
所
の
学
童
保
育
室
が
開
室
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、「
水
と
緑　

個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、

活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
“
元
気
な
行
田
”
を
つ
く
る
た
め
の
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
都
市
・
生
活
基
盤
整
備
や
福
祉
、
教
育
、
商
工
業
・
観
光
対

策
な
ど
、
平
成
19
年
度
に
行
っ
た
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る

健
康
で
幸
せ
な
ま
ち
を
つ
く
る

全線開通した（仮称）前谷下忍線

完成間近の北部第９分団庁舎
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○
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）設
置
事
業

　

救
命
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
非
医
療
従

事
者
で
も
心
臓
が
止
ま
っ
た
人
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
か
け
て
心
臓
の
鼓
動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器
。
今
年
度
は

市
内
全
小
学
校
お
よ
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
南

河
原
荘
の
17
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
内

容
、
手
段
、
方
法
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
小
中
学
校
施
設
整
備
事
業

　

南
河
原
中
学
校
の
内
外
装
改
修
工
事
や
中
央

小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
お
よ
び
内
外
装

改
修
工
事
、
北
小
学
校
校
舎
屋
上
防
水
工
事
な

ど
、
各
小
・
中
学
校
施
設
の
改
修
工
事
を
行
い
、

教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

○
さ
わ
や
か
相
談
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員 

の
配
置

　

市
内
の
全
中
学
校
に
さ
わ
や
か
相
談
員
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
を
配
置
し
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
連
携
し
て
、
い
じ
め
や
不
登
校

を
は
じ
め
と
す
る
子
供
た
ち
の
問
題
や
悩
み
事

の
解
消
を
図
り
ま
し
た
。

○
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業

　

さ
き
た
ま
古
墳
群
の
文
化
的
価
値
を
県
内
外

に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
県
と
共
同
で
世
界
遺

産
暫
定
一
覧
表
へ
の
追
加
記
載
に
つ
い
て
文
化

庁
へ
提
案
書
を
提
出
す
る
な
ど
、
世
界
遺
産
登

録
に
む
け
た
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

生
産
性
の
高
い
農
業
の
振
興
と
魅
力
的
な
商

店
街
の
形
成
や
工
業
の
高
度
化
を
図
り
、
活
力

に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
観
光
振
興
基
本
計
画
の
作
成

　

観
光
資
源
の
活
用
や
観
光
産
業
の
振
興
に
向

け
た
新
た
な
取
り
組
み
な
ど
、
観
光
施
策
の
指

針
と
な
る
観
光
振
興
基
本
計
画
を
新
た
に
策
定

し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

○
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
王
決
定
戦
の
開
催

　

県
内
の
郷
土
料
理
が
一
堂
に
集
ま
り
、
そ
の

個
性
や
味
を
競
う
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
王

決
定
戦
を
県
内
で
初
め
て
開
催
し
、
各
地
域
の

ご
当
地
料
理
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
郷
土
料
理
へ
の
理

解
と
愛
着
の
増
進
を
図
り
ま
し
た
。

　

市
民
参
加
を
積
極
的
に
促
進
す
る
と
と
も
に
、

み
ん
な
で
助
け
合
う
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

○
防
犯
灯
電
気
料
補
助

　

安
全
安
心
の
ま
ち
を
目
指
し
、
自
治
会
が
負

担
す
る
防
犯
灯
の
電
気
料
の
80
％
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

○
自
治
会
施
設
建
設
事
業
費
補
助

　

自
治
会
活
動
の
拠
点
と
な
る
集
会
所
の
修
繕

や
倉
庫
を
新
築
す
る
た
め
の
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
基
金
の
設
置

　

合
併
後
の
地
域
住
民
の
連
携
の
強
化
、
地
域

振
興
な
ど
の
た
め
に
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し

た
基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。　

1月1日に開室した荒木学童保育室

個
性
を
伸
ば
す
教
育
と
文
化
を

育
て
る
ま
ち
を
つ
く
る

内外装改修工事を行った南河原中学校

世界遺産登録に
向けたPR看板

産
業
を
振
興
し
、

　
　
　

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る

心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
を
つ
く
る

県内の郷土料理が集まった埼玉B級ご当地グルメ王決定戦
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謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

元
行
田
市
長
の
山
口
治
郎
氏
が
２
月
７
日
午
後
９
時
45
分
、

急
性
心
不
全
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
88
歳
で
し
た
。

　

山
口
元
市
長
は
、
行
田
市
消
防
長
、
助
役
な
ど
を
歴
任
し
、

平
成
３
年
５
月
か
ら
の
３
期
・
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
市
長

と
し
て
道
路
交
通
網
や
上
下
水
道
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る

都
市
基
盤
、
農
業
基
盤
、
商
業
基
盤
な
ど
の
整
備
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
「
総
合
体
育
館
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
「
古

代
蓮
の
里
」
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
の
開
設
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
11
日
に
親
族
に
よ
る
密
葬
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

元
行
田
市
長
・
山
口
治
郎
氏
逝
去

　

前
行
田
市
長
の
横
田
昭
夫
氏
が
２
月
12
日
午
前
８
時
に
急

逝
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
66
歳
で
し
た
。

　

横
田
前
市
長
は
、
行
田
市
企
画
部
長
、
ま
ち
づ
く
り
部
長
、

助
役
な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
15
年
５
月
か
ら
の
１
期
・
４
年

の
間
、
市
長
と
し
て
小
・
中
学
校
に
お
け
る
少
人
数
学
級
編

成
や
英
語
教
育
の
導
入
を
は
じ
め
、
「
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
」
の
開
設
、
旧
南
河
原
村
と

の
合
併
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

葬
儀
は
、
２
月
18
日
に
家
族
葬
に
て
し
め
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

前
行
田
市
長
・
横
田
昭
夫
氏
逝
去

めざせ世界遺産！ さきたま古墳群魅力発見隊
第 3 回「稲 荷 山 古 墳」

Ⓒ  二二ギンとコノハちゃん

稲荷山古墳はどのような古墳なの

　稲荷山古墳は、さきたま古墳群の中で最初に造られた
古墳で、その時期は5世紀後半とされています。埼玉県
第2位の規模を持つ前方後円墳で（１位は二子山古墳）、
その大きさは、全長120ｍ、高さ12ｍほどもありま
す。墳丘の頂上に登ることができ、その高さが実感でき
ます。

「稲荷山」の名前の由来は

　以前、古墳の上に小さな稲
い な り し ゃ

荷社があったことから、
「稲荷山」と呼ばれるようになりました。

現在、市では、さきたま古墳群の世界遺産登録へ向けた活動を進めています。　
今回は、『さきたま古墳群魅力発見隊』のニニギンとコノハちゃんが「稲荷山古墳」を紹介します。

国宝「金錯銘鉄剣」

　昭和43年に稲荷山古墳の後円部を発掘したところ、
頂上から2基の埋葬施設が発見され、そこから「金錯銘
鉄剣」が出土しました。金錯銘鉄剣には、表面に57、
裏面に58の文字が刻まれています。その内容は、ワカ
タケル大王（雄

   ゆうりゃく

略天皇と考えられています）に仕えた
ヲワケという人物の功績などで、我が国の古代史を考
えるうえで貴重な資料です。
　金錯銘鉄剣は、一緒に発見された他の副葬品ととも
に国宝に指定され、さきたま史跡の博物館に展示され
ています。 ▶問い合わせ　企画政策課世界遺産推進担当（内線307）

稲荷山古墳

渡海文部科学大臣に
世界遺産登録推進の要望

　２月19日に文部科学省や文化庁に、世界遺産を
目指すさきたま古墳群の地元の熱意を伝えました。
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固定資産の縦覧と閲覧ができます

　固定資産税の納税に先立ち、「縦覧帳簿の縦覧」や「固
定資産課税台帳の閲覧」によって、固定資産の内容を確認
することができます。

《縦覧帳簿の縦覧》
　土地または家屋に固定資産税が課税されている方は、縦
覧帳簿によって市内の土地または家屋の価格を縦覧するこ
とができます。

▶期　　間　４月１日（火）～６月２日（月）（ただし、土
曜日・祝日を除く）【平日】午前８時30分～午後５時
15分【日曜日】午前８時30分～正午

▶場　　所　市役所税務課

《課税台帳の閲覧》
　固定資産税の納税義務者の方は、所有する固定資産の平
成20年度課税台帳を４月１日から閲覧し、課税内容を確認
することができます。
　また、借地および借家人の方も、賃借権などの目的であ
る固定資産に限って閲覧することができます。その際、賃
貸借契約書などの確認を必要としますので、詳しくは税務
課資産税担当まで問い合わせください。　

▶お 願 い　税務課の窓口では、縦覧および閲覧ができる
方かどうかを確認するため、運転免許証や健康保険証な
ど本人確認ができるものを提示していただいています。
ご協力をお願いします。

▶問い合わせ　税務課資産税担当（内線233・234）

住宅借入金等特別税額控除の申告は
3月17日までです

　税源移譲により平成19年分以降の所得税が減となる方
で、平成18年まで受けていた所得税の住宅ローン控除
の一部が受けられなくなる方は、平成20年度以降の市民
税・県民税から控除する制度が創設されました。
　なお、市民税・県民税住宅借入金等特別税額控除の適
用を受けるためには、毎年『住宅借入金等特別税額控除
申告書（以下、「申告書」）』の提出が必要となります。
　平成19年分の申告は、3月17日（月）が提出期限です
ので、期限内に必ず申告を行ってください。

区　分 提　出　先

所得税の確定

申告をする方

「 申 告 書 」（ 確 定 申 告 を 提 出 す る 納 税 者
用 ） を、「 所 得 税 の 確 定 申 告 書 」 と 一 緒
に 行田税務署 に提出してください。

所得税の確定

申告をしない方
（ 勤 務 先 で 住 宅

ローン控除を含

めて年末調整が

済 ん で い る 方 ）

「申告書」（給与収入のみを有しており確
定申告書を提出しない納税者用）に、「住
宅ローン控除を含めて年末調整が済んで
い る 源 泉 徴 収 票 」 を 添 付 し、 税 務 課 市 民
税担当 に提出してください。（「申告書」
に年末残高の額を記入する欄があります
のでお手数でも勤務先などに確認してく
ださい）

※平成19年中に住宅ローンを組まれた方は対象となりません。

▶問い合わせ　税務課市民税担当（内線231･232）

軽自動車やバイクなどの廃車・変更の届け出をお忘れなく

　軽自動車・バイクなどにかかる税金は、毎年４月１日現在の所有者（登録名義人）に課税されます。次のようなときは、
すぐに届け出をしてください。　
○売買や譲渡により、所有者が変わった　○行田市を転出した　○車両を入れ替えた　○所有者が死亡した　○ナンバーが
ついているが壊れてもう乗ることはない車両を所有している　○車両を盗まれてしまい、今は所有していない

▶届け出・問い合わせ

車　　種 届け出に必要なもの 届け出先（問い合わせ）

原動機付自転車（125cc 以下のもの）
　　　　　　　　新名義人の印鑑
　名義変更　→　標識交付証明書
　　　　　　　　譲渡証明書
　　　　　　　　ナンバープレート
　廃　　車　→　名義人の印鑑
　　　　　　　　標識交付証明書

　・市役所税務課（内線 235）

小型特殊自動車

（農耕用トラクターなど）

行田市・南河原村

ナンバーの車両

検査登録事務所

交付ナンバーの車両

  「熊谷 99 め」ナンバー

　①検査登録事務所には
　　　　　　　　　ナンバープレート
　　廃車など　→　自動車検査証
　　　　　　　　　印鑑など
　②市役所には
　　　　　　　　　自動車検査証返納済証　　名義変更　→ 　　　　　　　　　　新名義人の印鑑

　　　　　　　　　自動車検査証返納済証　　廃　　車　→　　　　　　　　　名義人の印鑑

　※「熊谷 99 め」ナンバーの車両は検査登録
　　事務所と税務課の両方へ届け出が必要です

　・関東運輸局熊谷自動車検査登録事務所
　　☎ 532-8122

　・市役所税務課（内線 235）

その他の二輪車（125cc を超えるもの） 　　　　　　　　手続きの種類により必要　名義変更　　　　　　　　　　書類が異なりますので、　　廃　　車　→　　　　　　　　届け出先に問い合わせく　住所変更　　　　　　　　ださい。

　・関東運輸局熊谷自動車検査登録事務所
　　☎ 532-8122

軽自動車（三・四輪車）
　・軽自動車検査協会埼玉事務所熊谷支所
　　☎ 574-1662
　・テレホンサービス　☎ 551-2131
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��「市長への手紙」

意　見
　古代蓮の里の東西に流れる川が鉄錆

さび

色で赤い。少量の水を流せば川もきれ
いになると思うので、検討してくださ
い。

意　見
　私は腰の状態が良くないので、市民
課前に、座って記入できる記載台を設
置してもらえませんか。

意　見
　図書館では、ＣＤの貸し出しをしてい
ますが、ＤＶＤの貸し出しはしていませ
ん。ＤＶＤも貸し出しができるようにな
りませんか。

回　答
　毎年、古代蓮の里の釣池や川面の変
色について悩まされており、原因を調
べた結果、蓮などの肥料により発生し
たアオコが、猛暑で水温が上昇し死ん
で赤くなり表面に浮く現象で、魚など
他の生物に与える影響はないことが
わかりました。
　今後は、施肥や水の流れを工夫する
ことや、専門機関の指導を受けるなど
水質浄化を図り、来園者の方々に喜ん
でいただけるよう努めてまいります。

回　答
　市民課では、体の不自由な方が窓口
にいらした場合、ローカウンターを利
用していただいていますが、届出など
の受け付けで使用している場合もあ
り、自由に使えるものとはなっていな
いことから、座って記入できる記載台
を設置しました。

回　答
　図書館でのＤＶＤの利用について
は、平成１５年の開館以来、ＤＶＤの
視聴用ブースを設置し、館内で視聴し
ていただいています。館内すべてのＤ
ＶＤソフトはオートチェンジャー収納
（本体にセッティング）で管理してお
り、視聴用ブースに映像を送っている
ため、貸し出しは行っていません。
　ご不便な点もあるかと思いますが、
館内での視聴のみとなりますので、ご
理解ください。

このコーナーは、手紙や電子メールなどにより市長へご意見・ご提言などをいただいたもの
の中から、その一部を紹介するものです。 ▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線 318）

　障害者の方が市内循環バスを利用される場合、降車時に
障害者手帳を提示していただくと、運賃は無料となります。
しかし、障害者手帳を常に持参していると手帳を紛失する
可能性もあることから、市では障害者手帳に代わるものと
して「市内循環バス無料乗車証」を発行しています。
　無料乗車証を希望される方は①障害者手帳②顔写真
（縦３ｃｍ×横2.4cm）を持参し、生活課16番窓口へ
申請してください。
▶問い合わせ　生活課（内線251）

　市内循環バスの車内に貴社の広告を出してみませんか。
会社や商店のお知らせや宣伝にぜひご利用ください。

▶広告基準　次のいずれにも該当しないもの。
　①公序良俗に反するもの
　②風俗営業に関するものおよびそれに類するもの
　③政治活動、宗教活動、意見広告および個人宣伝にかか
　　るもの
　④その他広告として適当でないと市長が判断するもの
▶広告寸法
　A3サイズ（縦297mm×横420ｍｍ）以下
▶掲出期間・広告掲出料

※月数は、毎月1日を基準とします。例えば、5月15日から掲出する場合  
　でも5月1日が基準日となりますので5月分は1カ月分の料金がかかります。

▶申し込み　3月19日（水）から受け付けを開始しますの
で、掲出を希望される方は生活課へご連絡ください。な
お、申し込み多数の場合は先着順となりますのでご了承
ください。また車内掲出の位置指定はできません。

▶問い合わせ　生活課（内線251）

　4月6日（日）は、第24回行田市鉄剣マラソン大会によ
る交通規制のため、市内循環バス西循環コースおよび東
循環コースを第１便から第４便まで運休しますのでご理
解とご協力をお願いします。なお、第5便（午後1時10分
行田市バスターミナル発）からは通常運行となります。

鉄剣マラソンのため
市内循環バスを一部運休します

運休便名 行田市バスターミナル出発時刻

第　１　便 午前 7 時 40 分

第　２　便 午前 8 時 50 分

第　３　便 午前 10 時 　　 

第　４　便 　　  午前 11 時 10 分　　

ご利用ください
市内循環バス無料乗車証

▶問い合わせ　生活課（内線251）

市内循環バスに広告を
出してみませんか

掲出期間 広　告　掲　出　料

１　カ　月 1 , 0 0 0 円

３　カ　月 2 , 9 0 0 円

６　カ　月 5 , 4 0 0 円

12　カ　月 9 , 6 0 0 円
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〜戦没者等のご遺族の皆さんへ〜
第八回特別弔慰金の受け付けが終了します

　第八回特別弔慰金の受け付けが今月で終了します。
まだ請求されていない方は、福祉課へ問い合わせのう
え、請求してください。

▶請求期限　３月 31 日 ( 月 )
▶対　　象　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成

17 年４月１日現在、公務扶助料、遺族年金などを
受ける方がいないこと

▶支給内容　額面 40 万円、10 年償還の記名国債
▶申し込み・問い合わせ　福祉課社会福祉担当（内線

267）

家庭児童相談室にご相談ください

　家庭児童相談室では、すべての子どもが心身ともに
健やかに育つよう、子どもと家庭の問題について家庭
児童相談員が相談をお受けしています。
　相談室に直接お越しいただくか、電話でご相談くだ
さい。匿名での相談も可能です。また、本人・家族か
らの相談に限らず、近所の方や学校・保育園などから
の相談もお受けしています。

▶相 談 日　毎週月～金曜日（祝日を除く）
▶相談時間　午前８時 30 分～正午および午後１時～

４時
▶問い合わせ　家庭児童相談室
　（子育て支援課内・内線 268）

　　パパ・ママ応援ショップ
　　　in むさしの村

　中学３年生までのお子さんまたは妊娠中の方がいる
家庭に配布される「パパ・ママ応援ショップ優待カー
ド」を協賛店舗で提示すると、割引などのサービスが
受けられる「パパ・ママ応援ショップ」制度。このパ
パ・ママ応援ショップ協賛店の１つである「むさしの
村」で、パパ・ママ応援ショップ協賛店が集まって出
店するイベントが開かれます。
　この日限りのお得なサービスもありますので、優待
カードを持ってぜひおでかけください。

▶日　　時　３月 22 日 ( 土 )・23 日 ( 日 )
　　　　　　午前 10 時～午後４時
▶場　　所　むさしの村（加須市志多見 1700―１）
▶内　　容　
　【両  日】パパ・ママ応援ショップ出店、警察車両展

示、フリーマーケット、農産物販売
　【22 日】Ｙｅｓ！プリキュア５　ＧｏＧｏ！ショー
【23 日】それいけ！アンパンマンショーなど
▶費　　用　要入園料　
※当日、「パパ・ママ応援ショップ優待カード」を提

示すると、通常大人（中学生以上）１,１００円、子
ども６００円をそれぞれ５００円、３００円に割り
引き。乗物券・フリーパスも割り引きあり。
▶問い合わせ　ＪＴＢ首都圏大宮支店☎ 048―649

―5255 またはむさしの村☎ 0480―61―4126
　

〈優待カードの配布についての問い合わせ〉
　子育て支援課（内線 262）、子育て支援総合窓口 

☎ 556―2011、県福祉部少子政策課 ☎ 048―
830―3343

ご存知ですか 
市民活動災害補償保険

　市では市民活動団体やボランティア団体の活動を支
援するため、行田市市民活動災害補償保険への加入を
行っています。この保険は活動中に起きた事故（市主
催の行事を除く）で団体のメンバーなどが傷害や賠償
責任を負った場合の負担を補償する制度です。保険料
は全額市が負担しますので、次の加入要件を満たす団
体であれば無料で加入できます。

▶加入要件 
　　市内に活動の拠点を置き、地域社会活動、社会奉

仕活動などの公益性のある活動（政治、宗教および
営利を目的とするものは除く）を継続的・計画的に
行っている団体。

　＜加入している団体の例＞
　自治会、公民館活動団体、ボランティア団体、地域

のスポーツ団体、青少年活動団体など（成人野球、
山岳登はん、自転車・自動車の競技などは対象外）
▶対象となる事故の例
　・文化祭の準備中、机を運んでいる際に誤って机を

自分の足に落として打撲した。
　・バレーボールの試合中、レシーブしようとした際

に足をひねって転倒。足首を捻
ね ん ざ

挫した。
▶補償の概要

▶加入方法
　　加入を希望される団体は、「行田市市民活動災害

補償保険加入申請書」を生活課に提出してください。
（申請書は生活課に用意してあります）
▶問い合わせ　生活課（内線 251）

補償内容 保　　険　　金　　額

賠償責任事故

（補填
てん

限度額）

 【対人】1 人につき 1 億円、１事故につき 5 億円
 【対物】1 事故につき 500 万円　

　　　  ※対人・対物ともに免責 1 万円以下

傷害事故
通院日額 2,000 円　入院日額 3,000 円　

　  ※事故日から７日までに治癒した場合には、
　  　保険給付は行われません　　
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あなたの年齢は？

平成20年度から健診の制度が変わります
　市町村が行う「基本健康診査（老人保健事業）と生活機能評価（介護保険法）」は、平成20年度から、医療保険
者が行う「特定健康診査」「後期高齢者健康診査」と介護保険者が行う「生活機能評価」に変わります。

平成19年度まで

基本健康診査（老人保健法）40歳以上

生活機能評価（介護保険法）65歳以上

平成20年度から

特定健康診査（高齢者の医療の確保に関する法律）40～74歳

後期高齢者健康診査（高齢者の医療の確保に関する法律）75歳以上

生活機能評価（介護保険法）65歳以上

平成20年度がん検診

①肺がん検診は集団検診になります。
②大腸がん検診は、医療機関または集団のがん検診時に

受診できます。
③前立腺がん検診は医療機関で受診できます。
　※詳細は、市報または回覧などでお知らせします。
▶問い合わせ　保健センター☎５５３―００５３

特定健康診査・特定保健指導

　平成20年度から、新たに「特定健康診査」と「特定保健
指導」が始まります。これは、メタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）に着目した生活習慣病を予防するため
の新しい健診制度です。
　現在、行田市が実施している｢基本健康診査」がなくなり、
国民健康保険や健康保険組合、共済組合などの医療保険者
が40歳から74歳までの方を対象に「特定健診・特定保健
指導」を実施することになりました。医療機関での個別健
康診査となります。なお、行田市国民健康保険被保険者に
は行田市から受診券が届きます。

▶健診内容　身長・体重・BMI・腹囲・身体診察・血圧測
定・血液検査・肝機能検査・血糖検査・尿検査

　※医師が必要と認めた場合：心電図検査・眼底検査・貧
血検査

▶対　　象　40歳以上から74歳までの行田市国民健康保
険被保険者で１年以上加入している方

▶費　　用　500円（70歳以上、市民税非課税世帯は無料）
▶実施時期　平成20年7月～平成21年3月末 ※誕生月に

よって健診の受けられる時期が変わります
▶実施機関　市内医療機関
▶問い合わせ　保険年金課（内線273）
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後期高齢者健康診査

　平成20年度から、75歳以上の方の健診は次のように実施
します。
　はじめに、介護予防を目的に、生活機能の低下をチェック
する「生活機能チェック」を実施していただきます。次に、
「生活機能チェック」の結果により生活機能の低下が疑われ
る方（特定高齢者の候補者）は、生活機能検査と後期高齢者
健診を受けてください。「生活機能チェック」の結果、特定
高齢者の候補者とならなかった方は後期高齢者健診のみを受
けてください。
　医療機関での個別健康診査となります。なお、75歳以上
の方には行田市から受診券が届きます。

▶健診内容　身長・体重・BMI・血圧測定・身体診察・脂
　　　　　質検査・肝機能検査・

▶対　　象　75歳以上の方および65歳以上75歳未満で
　　　　　一定の障がいがあると認定を受けた方

▶費　　用　無料
▶実施時期　平成20年7月〜平成21年3月末 
　　　　　　※誕生月によって健診の受けられる時期が変

　　　　　　わります
▶実施機関　市内医療機関
▶問い合わせ　保険年金課（内線227）

生活機能評価

　介護予防を目的に生活機能の低下をチェックする生活機
能評価を実施し、生活機能の低下が疑われる方には低下
を防ぐための介護予防を実施します。生活機能の低下が
疑われる方は、生活機能評価を受けましょう。「生活機能
チェック」は、身体の状況により1年のうち何回でも受け
ることが可能です。「生活機能チェック」の結果、必要と
思われる方には、「生活機能検査」を受けていただきます。

　生活機能評価（生活機能チェック＋生活機能検査）

▶健診内容　①「生活機能チェック表」に記入し高齢者福
祉課に提出

　　　　　　②生活機能の低下が疑われる方は「生活機能
検査」を受ける

　　　　　　問診・身長・体重・BMI・診察・反復唾液嚥
下テスト・血圧測定・心電図・貧血検査・血
清アルブミン検査　

▶対　　象　65歳以上の介護保険第1号被保険者（要支
援、要介護の認定を受けていない方）

▶費　　用　無料

○生活機能チェック

※午前は午前10時〜正午、午後は午後1時30分〜3時30分
※このほか、4〜5月に各地域の「ふれあいいきいきサロン」
　でも実施します
○生活機能検査
 【実施時期】  平成20年7月〜平成21年3月末
 【実施機関】  市内医療機関
▶問い合わせ　高齢者福祉課（内線278・225）

日　　程 場　　所 日　　程 場　　所

4月23日（水）
午前  忍・行田公民館

5月  8日（木）
午前  埼玉公民館

午後  佐間公民館 午後  荒木公民館

4月24日（木）
午前  長野公民館

5月13日（火）
午前  太田公民館

午後  星河公民館 午後  地域文化センター

4月30日（水）
午前  星宮公民館

5月14日（水）
午前  北河原公民館

午後  下忍公民館 午後  太井公民館

5月  7日（水） 午後  須加公民館
5月15日（木）

午前  持田公民館

午後  南河原公民館

4月から地域包括支援センターの
担当地区が変わります

　現在、市内4カ所に設置している地域包括支援セン
ターは、4月から3カ所に変更となります。それに伴
い、一部の地域で担当する地域包括支援センターが変
わります。
　なお、地域包括支援センターでは、今までどおり社
会福祉士、主任介護支援専門員、保健師などの専門職
員を配置し、高齢者の総合相談や権利擁護、関係機関
とのネットワークづくり、介護予防のためのサービス
利用計画作成や介護予防の推進などを行います。
▶問い合わせ　高齢者福祉課（内線278・225）

※担当が変わるのは、佐間・長野・星宮・南河原・埼玉地区です

地域包括支援センター名 住所・電話番号 担当地区

地域包括支援センター
緑風苑

須加1529
557ー3611

須加、北河原、太田
佐間、長野

地域包括支援センター
まきば園

白川戸275
550－1777

忍、行田、星河、荒木
星宮、南河原

地域包括支援センター
壮幸会

下忍1162－14
552－1123

持田、太井、下忍
埼玉
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▶業務内容　要介護認定に係る認定調査
▶資　　格　介護支援専門員、看護師、その他保健、
　医療、福祉に関しての専門的な知識を有している方
▶勤務時間　１週間に20時間未満
▶募集人数　若干名
▶時　　給　１,１００円
▶申し込み　市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を

記入のうえ、高齢者福祉課へ持参してください。面
接のうえ４月１日からの採用を予定しています。

▶問い合わせ　高齢者福祉課（内線269）または人事課
（内線209）

介護保険認定調査員を募集します

　市では、「商工業の振興のあり方」について、皆さ
んからの意見を募集します。

▶公表の時期および意見募集期間　
　３月14日(金)～４月14日(月)
▶公表の方法　
　　市ホームページ、商工観光課および市政情報コー

ナーで閲覧できます。
▶意見の提出方法　
　　商工観光課へ持参するか、郵送、ＦＡＸまたはＥ

メールのいずれかの方法で提出してください。
 【郵送】〒３６１―８６０１行田市本丸２番５号
 【ＦＡＸ】５５３―５０６３　
 【Ｅメール】syoko@city.gyoda.lg.jp
▶意見の取り扱い　
　　お寄せいただいたご意見は、市の考え方を取りま

とめたうえで、市ホームページなどで後日公表しま
す。なお、いただいたご意見に対する個別回答はし
ませんので、ご了承ください。

▶問い合わせ　
　商工観光課振興担当
　（内線384）

商工業の振興のあり方についての
意見を募集します

　スズキ株式会社が製造し、３社が販売した電動車い
す「スズキセニアカー」「タウンパートナー」「リラ
クルカート」の一部製品に構造上の不具合があり、ク
ラッチの噛み合わせが外れることで、走行不能および
惰性で後退するおそれがあることが判明しました。
　対象の製品をお持ちの方は、無償で修理をしますの
で、お早めに最寄りの取扱店へ連絡し、修理を受けて
ください。

▶対象製品

※パナソニックサイクルテック株式会社は旧ナショナル自転車工業
　株式会社です

スズキ製電動車いすを無償で修理します

▶問い合わせ　
　・スズキ株式会社 お客様相談室コールセンター
　　☎0120―402―219
　・シーケー販売株式会社 お客様相談室
　　☎0120―989―615
　・パナソニックサイクルテック株式会社 お客様センター
　　☎0120―781―603

製造会社・製品名 型  式 車台番号の範囲

スズキ株式会社

スズキセニアカー
ET4A

ET4A-100018 ～
118177

ET4A-200007 ～
216376

ET4A-300003 ～
300552

シーケー販売株式会社
タウンパートナー EK40 EK40-100009 ～

100258

パナソニックサイクルテック
株式会社　リラクルカート RC41 RC41-100011 ～

100260

地
元
産
を
給
食
で
味
わ
う 

～
学
校
給
食
交
流
会
～

　

１
月
31
日
、
北
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小
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流
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。
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催
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田
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産
物
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費
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と
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な
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め
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る
行
田
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会
が
行
っ
た
も
の
で
、

１
年
生
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人
と
保
護
者
や
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の
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ま
し
た
。
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ニ
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は
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ご
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（
彩
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）
と
酒
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い
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茎

わ
か
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た
。

　

食
べ
終
え
た
保
護
者
ら
は
「
給
食
に
地
元
の
農
産
物

が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
る
と
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っ
て
安
心
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た
。
そ

れ
に
お
米
が
お
い
し
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で
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た
」
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と
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て

い
ま
し
た
。

▼
問
い
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農
政
課
（
内
線
３
８
６
・
３
８
７
）
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　シルバー人材センターでは、毎月第
３木曜日の午前10時から当センター
講習室で入会説明会を行っています
が、３月は第３木曜日（20日）が休
日（春分の日）にあたるため、入会説
明会は３月19日(水)午前10時に変更
します。多くの皆さんのお越しをお待
ちしています。
　また、当センターでは、いろいろな
技術・技能を持った会員が市民の皆さ
んから幅広い分野の仕事を引き受けて
います。植木の剪

せん

定および消毒、襖・
障子・網戸の張替え、除草作業、簡単
な大工仕事、毛筆筆耕、留守中の犬の
世話・植木の水やりなど、どうぞ当セ
ンターをご利用ください。

▶問い合わせ　
　行田市シルバー
　人材センター
　☎556―5221　

シルバー人材センター
入会説明会の期日を

変更します

奨学資金の活用を

　市では、修学の意欲があるのに
経済的な理由で修学が困難な方に
対し、学資金の一部を奨学資金と
して給与します。

▶申請　４月１日（火）～25日（金）
▶受給資格　
　①市内に６カ月以上居住し、高

校および高等専門学校に在学
していること

　②他の奨学資金の給与を受けて
いないこと

▶給与金額　月額１万円
▶願書に添付する書類
　①在学証明書
　②同一生計者の所得証明書
　③住民票謄本
▶その他　受給者は、奨学生選考

委員会において選考します。
▶申し込み・問い合わせ　
　教育総務課 ☎556―8311　

埼玉県が決定する都市計画案の縦覧を行います
▶縦覧期間　３月25日(火)～４月８日(火)午前８時30分～午後５時

（土・日曜日を除く）
▶縦覧場所　埼玉県都市計画課（県都市計画課のホームページにも掲載し

ています）、埼玉県行田県土整備事務所、行田市まちづくり推進課
　この都市計画案にご意見のある方は、意見書を提出することができます。
▶縦覧内容　行田都市計画道路の変更（３・４・９田幡堀之内線の廃

止）について
▶意見書の提出　各縦覧場所に用意してある意見書を３月25日(火)

～４月８日(火)（必着）に、直接または郵送で、埼玉県都市計画課
（〒330―9301 さいたま市浦和区高砂３―15―１）または行田市ま
ちづくり推進課へ提出してください。

　※意見書を提出できる方は、行田市民または利害関係人です。
▶問い合わせ　県都市計画課☎048―830―5343またはまちづくり推

進課（内線355・359）

長野ロータリー

南大通線

も
の
つ
く
り
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学 
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　防衛省では、自衛官を次のとおり募集します。
幹部候補生
▶受付期間　4 月 1 日 ( 火 ) ～ 5 月 12 日 ( 月 )
▶応募資格　日本国籍を有し、20 歳以上 26 歳未満の方（22

歳未満の方は、大卒見込み含む）
▶試 験 日　5 月 17 日 ( 土 )・18 日 ( 日 )

予備自衛官補
▶受付期間　4 月 14 日 ( 月 ) まで
▶応募資格　【一般】18 歳以上 34 歳未満の方　【技能】18 歳

以上で保有する技能に応じ 53 歳以上 55 歳未満の方
▶試 験 日　4 月 19 日 ( 土 )
▶志願書類請求・問い合わせ　埼玉地方協力本部熊谷地域事務所
　（〒 360 － 0037 熊谷市筑波 3 － 90 － 1 国際ビル 2 階）
　☎５２２－４８５５

自 衛 官 募 集

▶試験区分・受験資格

▶申し込み　【持参・郵送】4 月 1 日（火）～ 18 日（金）
※期間内消印有効

【インターネット】4 月 17 日（木）午後 5 時まで
※受験案内は埼玉県採用センター（さいたま市浦和区高砂３－

１５－１埼玉県庁第二庁舎８階）または県内の各警察署で配
布しています。

▶第1次試験日　5 月 11 日（日）
▶説明会の日時・場所
　○ 3 月 16 日（日）午後 2 時～ 5 時 埼玉県警察学校　　
　○ 3 月 21 日（金）午後 1 時～ 5 時 大宮ソニックシティ地下1階
　○ 3 月 22 日（土）午後 2 時～ 5 時 埼玉県警察学校　
※埼玉県警察学校での説明会は県警察ホームページまたは採用

フリーダイヤルで事前申し込みが必要です。
▶問い合わせ　埼玉県警察採用センター
　☎０１２０－３７３５１４

　共同募金（赤い羽根）配分金事業により集
まった募金から、要援護ひとり親世帯で小学
校に入学する児童、中学校に進学する生徒に
対し、新入学・進学祝金を贈呈します。
▶対　　象　市内在住の児童扶養手当受給者

で、小学校へ入学する児童または中学校へ
進学する生徒のいる要援護ひとり親世帯

　※ 3 月 1 日現在で、児童扶養手当証書が
発行されている世帯が対象となります。

▶申請方法　新入学・進学祝金を希望される
方は、3 月 21 日（金）までに児童扶養手
当証書を持参し、地域の民生委員を通じて
申請してください。

▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会
　☎５５７－５４００

　ごみ処理場（粗大ごみ処理場・小針クリー
ンセンター）に解体またはリフォーム後の廃
材などを直接持ち込む方がいます。そのよう
な方に話を伺うと、「自分で処理場まで持っ
ていけば、無料で処理できますと施行業者に
言われたので持ってきた」と話します。
　このようなごみは「産業廃棄物」となりま
すので、ごみ処理場では処分できません。し
かるべき処分先への搬入をお願いします。
▶問い合わせ　環境課環境業務担当
　☎５５６－９５３０

平成20年度  第1回警察官採用試験

ごみ出しルールを守ってきれいなまちを
〜産業廃棄物は持ち込まないで〜

共同募金（赤い羽根）配分金事業
新入学・進学祝金の申請について

労 働 委 員 会 制 度

　「労働組合を結成したら解雇された」「団体
交渉に応じてもらえない」など職場の労使関
係で困ったことはありませんか。労働委員会
では、労働者（労働組合）と使用者（会社な
ど）の間のトラブル解決のため斡

あっせん

旋をしたり、
不当労働行為の有無を審査したりすることな
どにより、中立・公平な立場で支援をしてい
ます。詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.pref.saitama.lg.jp/A34/
BA00/chiroui/chiroui1.htm
▶問い合わせ　埼玉県労働委員会事務局
　☎０４８－８３０－６４６５

試験区分 受験資格  （　）内の年齢は平成 20 年 4 月 1 日現在

Ⅰ類
男性 昭和 53 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、大学卒

業（見込み）の方女性

Ⅱ類
男性 昭和 53 年 4 月 2 日～平成元年 4 月 1 日に生ま

れた方で、短大または専修学校（2 年制以上の専
門課程）等を卒業（見込み）の方女性

Ⅲ類
男性 昭和 53 年 4 月 2 日～平成 2 年 4 月 1 日に生ま

れた方で、Ⅰ類・Ⅱ類に該当しない方　※高校 3
年生は第 2 回から受験可能女性

国際捜査
Ⅰ類

スペイン語

Ⅰ類の受験資格のほか、一定の要件に該当する語
学力（受験言語）が堪能な方

タイ語

中国語（北京語）

ポルトガル語

武道・体育
指導Ⅰ類

柔道 Ⅰ類の受験資格のほか、一定の要件を備え、卓越
した技術を有する方剣道
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　平成 21 年５月までに，裁判員制度がはじまります。いきなり「裁判員」に選ばれたとしたら，皆さんはきっと
不安を感じるのではないでしょうか。しかし、裁判所が求めているのは，「私の視点、私の感覚、私の言葉」で参加
していただくことです。日々の経験を生かしていただき，司法に皆さんの感覚を反映していただければよいのです。

まもなく裁判員制度が実施されます
　今年秋には、平成 21 年分の裁判員候補者名簿が作成されます。そして、年末までには、名簿に記載された方へ
お知らせが届きます。平成 18 年のデータに基づくと、埼玉県では、有権者の 475 人に一人が名簿に記載されると
試算されています。また、裁判所に候補者として呼び出される確立は 950 人に一人、裁判員または補充裁判員とな
る確率は 5,940 人に一人とされています。

裁判員制度とは
　裁判員制度は、国民の皆さんに裁判員として刑事裁判に参加していただき、裁判官とともに、被告人が有罪か無
罪か、有罪の場合どのような刑にするかを決めていただく制度です。

あなたが裁判員に選ばれたら
　裁判員は、毎年作成される裁判員候補者名簿の中から、事件ごと
にくじおよび裁判所における選任手続を経て選ばれます。裁判員に
選ばれたからといって、準備は特に必要ありません。皆さんの経験
を生かしていただければよいのです。例えば、どら焼きがなくなっ
ていて、お子さんの口の回りがあんこで汚れていたとします。実際
の場面を見ていなくても、お子さんがどら焼きを食べたと分かるの
ではないでしょうか。これは極端な例ですが、裁判でも、そのよう
な判断を積み重ねて意見を出し合っていただければよいのです。必
要な法律知識については、裁判官が分かりやすく説明します。

実施に向けて裁判所では
　裁判員制度は特定の職業や立場の人に偏らず、広く国民の皆さん
に参加していただくものですから、原則として裁判員を辞退することはできません。しかし、国民の皆さんの負担
が過重とならないように、一定の範囲で辞退事由も定められています。裁判所では、その判断を的確に行うために、
職業に応じた仕事の状況や社会生活上の重要な用事など、判断が微妙となる事情について実態把握に努めていると
ころです。また効率的な運営を図るために模擬選任手続や模擬裁判を実施し、検証を重ねています。

裁判員制度が目指すもの
　安心して暮らせる社会を作り、それを次の世代へ残すことは、誰もが望むことではないでしょうか。裁判に関わ
ることは、皆さんの経験やお考えを司法に反映させるとともに、社会を見直すきっかけになるはずです。
　これまでの司法制度を画期的に変える裁判員制度をご理解いただき、ご協力いただきますようお願いします。

　詳細は，裁判所のホームページ (http://www.saibanin.courts.go.jp) をご覧いただくか、さいたま地方裁判所
に問い合わせください。
▶問い合わせ　さいたま地方裁判所 刑

けいじしょうてい

事訟廷事務室☎ 048 － 863 － 4111 ( 内線 2351)

裁判員に参加いただく刑事手続の流れ裁判員に参加いただく刑事手続の流れ

公訴の提起

公判前整理手続

裁判員候補者の呼出し

裁判員選任手続

法廷での審理

評議・評決

判決宣告

裁判員が
関わる部分
裁判員が
関わる部分

審理当日
３日間～
５日間

審理当日
３日間～
５日間

裁判所からのお知らせ

平成21年5月までに 裁判員制度がはじまります
〜あなたの声が、社会を変える力になります〜
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保健センター　Tel.553ー0053 ／ Fax.555ー2551
保 健 案 内

狂犬病予防注射

休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前
に問い合わせください。

 ・行田中央総合病院　　☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院　☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知り

たいとき
 ・行田消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療センター ☎048－824－4199

期　　日 医療機関名

3 月 16 日（日） 行田中央総合病院

3 月 20 日（木） 行田中央総合病院

3 月 23 日（日） 行田中央総合病院

3 月 30 日（日） 壮幸会行田総合病院

4 月　6 日（日） 壮幸会行田総合病院

4 月 13 日（日） 行田中央総合病院

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、
夜眠れない、不安や心配事がある、
人間関係に悩みがあるという方

   3 月 17 日 ㈪
申し込みの際に
お知らせします。

申し込みが必要です。

おとなの行事

ソーシャルクラブ

※場所は保健センター

　統合失調症の方を対象に仲間づくり、対人関係
の回復、社会復帰を目的に行っているグループ活
動です。家にこもりがちな方、行く場所を探して
いる方、勇気を出して参加してみませんか。

日　　時 【第2木曜日】午前10時30分
　　　　 　　　　　　　　　  ～午後1時30分
　　　　 【第4木曜日】午前10時～11時30分
場　　所　保健センター、総合福祉会館
内　　容　調理、茶話会、スポーツ、レクリエ
　　　　　ーションなど
対　　象　統合失調症の方で継続して通院され
　　　　　ており病状の安定している方
申し込み　保健センターへ

※上記の日程で受けられなかったときは、はがきを持参し、動物
病院などで受けさせてください。（注射料は病院ごとに異なり
ます）

受付時間　午前9時30分～11時
費　　用　
 【注射のみ（登録済み）】3,300円（内訳：注射済票交付

手数料550円、注射料2,750円）
 【登録と注射】6,300円（内訳：登録手数料3,000円、注

射済票交付手数料550円、注射料2,750円）
お 願 い
・飼犬になれた方が連れてきてください。
・飼犬の首輪・鎖などが外れないようにしてください。
・受付開始から30分程度は、会場が込み合いますので、　
　なるべく時間をずらしてお越しください。
・犬の引き取りは行いません。
・飼犬が死亡している場合は、死亡届を提出してください。  
 （書類は保健センター、南河原支所、各公民館にあります）

期　　日 場　　所 期　　日 場　　所

   4月  7日（月） 保健センター    4月16日（水） 太井公民館

   4月  8日（火） 荒木公民館    4月17日（木） 星河公民館

   4月  9日（水） 持田公民館    4月18日（金） 下忍公民館

   4月10日（木） 北河原公民館
地域文化センター    4月22日（火） 埼玉公民館

   4月11日（金） 須加公民館    4月23日（水） 星宮公民館

   4月14日（月） 南河原支所    4月24日（木） 忍・行田公民館

   4月15日（火） 太田公民館    4月25日（金） 保健センター

　生後91日以上の犬の飼い主は、犬の登録をし、毎年1回
の狂犬病予防注射を受けさせなければなりません。平成20
年度も次のとおり集合狂犬病予防注射をしますので、犬を飼
っている方は必ず受けさせてください。まだ、犬の登録を済
ませていない方は、この機会に登録と狂犬病予防注射を済ま
せてください。
　なお、登録してある犬の飼い主には、事前に登録番号の入
った狂犬病予防注射の案内はがきを送付しますので、必ず会
場にお持ちください。もし、はがきが届かない場合は保健セ
ンターへ連絡してください。

（雨天でも実施）
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名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　乳幼児健診 　４カ月児・１歳６カ月児・
　 2 歳 7 カ月児・3 歳６カ月児

　対象児には通知します。転入されたお子さんで前住所地で受診していない
　方については、保健センターにご確認ください。　　

　BCG 予防接種

　平成 19 年 12 月 1 日〜 15 日
　生まれの子    3 月 24 日 ㈪

午後 1 時 30 分
〜 2 時 20 分

対象児には通知します。
対象外でまだ受けていないお子
さん（６カ月未満）は、この機
会に受けてください。

　平成 19 年 12 月 16 日〜 31 日
　生まれの子    4 月　2 日 ㈬

　ポリオ

　初回：平成 19 年 7 月 1 日
　　　　 〜 12 月 31 日生まれの子
　追加：平成 19 年 1 月 1 日
　　　　 〜 6 月 30 日生まれの子

4 月 7 日㈪・9 日
㈬・10 日㈭・14
日 ㈪・15 日 ㈫・
22 日㈫・23 日㈬、
5 月 1 日 ㈭・12
日㈪・13 日㈫

午後 1 時 30 分
～ 2 時 20 分

対象児には通知します。
対象年齢以前に生まれた 7 歳 6
カ月未満の未接種者はこの機会
に受けてください。

　乳幼児相談 　小学校入学前の子
   4 月 14 日 ㈪ 午前 9 時 30 分

〜 11 時 30 分 保健師、栄養士がお受けします。
申し込みが必要です。

   4 月 25 日 ㈮ 午後 1 時 30 分
〜 3 時 30 分

　親子広場 　小学校入学前の子と親    3 月 17 日 ㈪ 午前 10 時
〜 11 時

おもちゃ・身長計・体重計を準
備しています。( 予約不要 )
相談は「乳幼児相談」をご利用
ください。

子どもの行事 ※場所は保健センター

平成20年度　子育てサポーター養成講座受講生募集
　地域ぐるみの子育て支援活動に、自らの子育て体験を生かそうとの意志を持ついろいろな世代の方々が、実践活動（子育
てサポーター活動や子育てサロンスタッフなど）を推進するための知識と技量を高める研修講座です。また、行田市ファミ
リーサポートセンターの会員としての資質を磨く機会です。

▶対　　象　子育てサポーター・子育てサロンスタッフとしての基礎知識を学び、広く地域社会に貢献したいと願う、子ど
も好きで健康・明朗な方

▶募集人員　100人（公開講座のみ500人、養成講座の再受講も可、年齢性別不問）
▶参 加 費　無料　※ただし、5月27日のみ実費200円
▶主　　催　行田市教育委員会、行田市社会福祉協議会、特定非営利活動法人子育てネット行田
▶共　　催　埼玉県家庭教育振興協議会
▶申し込み　4月10日（木）午前10時～
▶問い合わせ　ひとつくり支援課 ☎556－8319または行田市社会福祉協議会 ☎557－5400

日　　時 場　　所 内　　容 講　　師

   5月9日（金）
　午前10時10分～11時40分

中央公民館
開講記念講演

 「家庭の教育力～家庭の自覚、社会の支援～」
   汐見稔幸さん

(白梅学園大学学長)

   5月13日（火）
　午前10時～11時30分

中央公民館
講義

「子どもの生きる力と心の関係」
 関根和夫さん

( 子どもの心のケアハウス嵐山学園園長 )

   5月20日（火）
　午前10時～11時30分

中央公民館
講義

「食べることは生きること」
   築地弥生さん

( 埼玉県家庭教育振興協議会員 )

   5月27日（火）
　午前10時～11時30分

中央公民館
講義・実演

「“まがたま”つくり」
   埼玉県立さきたま史跡の博物館職員

   6月 4日（水）
　午前10時～11時30分

文化ホール
 （教育文化センター

「みらい」内）

公開講座
「合唱ミュージカル～ピーターパン～」ほか

（受講生：子育てサポート実践体験）

生形知子さん
母親コーラスサークル
「がらがらどん」代表

   6月10日（火）
　午前10時～11時30分

消防署本署
講義・実演

「行田消防署訪問」見学・実習
   消防署職員

( 行田市消防本部 )

   6月13日（金）
　午前10時～11時45分

中央公民館
講義

「豊かな子育て　人的環境づくり」
   下山彰夫さん

( 埼玉県家庭教育振興協議会員 )

（　　　　　　　  ）
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ
法律（予約制）

市役所
  3月25日㈫   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政   3月17日㈪、4月7日㈪　   午後1時30分〜3時30分

結婚
  4月4日㈮　

  午前9時30分〜11時30分
男女共同参画推進センター   3月16日㈰

消費生活 市役所   3月17日㈪・24日㈪・27日㈭・31日㈪　
  4月3日㈭・7日㈪・10日㈭・14日㈪   午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） 男女共同参画推進センター   3月21日㈮・28日㈮　　

  4月4日㈮・11日㈮   午後1時〜4時 男女共同参画推進センター
「VIVAぎょうだ」☎556-9301

内職 市役所   3月18日㈫・21日㈮・25日㈫・28日㈮　    
  4月1日㈫・4日㈮・8日㈫・11日㈮・15日㈫   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   4月9日㈬   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（教育文化センター「みらい」内）   3月18日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付
水道庁舎（前谷）

  3月23日㈰、4月6日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付   3月18日㈫・24日㈪・25日㈫
  4月1日㈫・8日㈫・15日㈫　   午後5時15分〜7時

談相種各 （3月15日〜4月15日）

  携帯メールによる架空請求に注意！
　もうすぐ春休みを迎え、架空請求の被害に遭う人（学生など）が増えることが予想されます。携帯電話に届
く不審なメールに注意しましょう。
　連絡先が載っていても、絶対に電話しないでください（固定電話の番号が書かれていることが多く、かける
と携帯電話に転送されます）。電話をすることで、メールアドレス以外の連絡先を相手に教えることになり、
相手は執

しつよう

拗に電話をかけて振り込むよう求めてきます。例え、振り込む金額が少額であっても、身に覚えがな
い請求でなければ絶対に振り込まないでください。振り込むことで、カモにされてしまい、次々と高額な金額
を請求されます。もし気づかずに振り込んでしまったら、警察に行き『被害届』を出してください。
　
〈被害を防ぐために〉
　①悪質なメールがこないように、メールアドレスを変更する。
　②悪質な電話がかかってこないように、携帯電話の番号を変更する。
　③身に覚えのない請求は無視する。心配なときは、消費生活相談に相談しましょう。
　④携帯電話会社の迷惑メール申告窓口に情報提供してください。携帯電話会社は情報提供を受けて調査を行

い、契約約款違反が認められた場合には、その電話の利用停止や契約の解除を行っています。
　　　・NTTドコモ：imode-meiwaku@nttdocomo.co.jp へ転送する。
　　　　　　簡易メールの場合、本文をコピーし i モードメール作成画面に貼り付け、受信日時、送信元の電  

　　　　　話番号を入力したうえで送信する。
　　　・KDDI　au：au-meiwaku@kddi.com へ転送する。
　　　　　　簡易メールの場合、ホームページ上の「迷惑CメールWeb受付」に情報を登録する。
　　　・ソフトバンクモバイル： stop@meiwaku.softbankmobile.co.jp へ転送する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考：東京都緊急消費者被害情報）
▶問い合わせ　
　○行田市消費生活相談（生活課相談室・内線495） 
　　※毎週月・木曜日の午前9時30分～午後3時30分
　○埼玉県消費生活支援センター　☎048－261－0999
　○埼玉県消費生活支援センター熊谷　☎524－0999
　○埼玉県消費生活支援センター春日部　☎048－734－0999
　　※消費生活支援センターは午前９時30分～午後４時

※今月の「くらしの１１０番」はお休みさせていただきます。
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ト
の
女
（
宮
下
忠
子
）

▼
日
時　

3
月
22
日
㈯ 

午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児　

▼
内
容　

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時　

4
月
5
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
の
会

▼
日
時　

4
月
12
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

▼
日
時　

4
月
16
日
㈬ 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

２
、
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

▼
内
容　

お
は
な
し
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど

▼
日
時　

3
月
15
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名　

長
ぐ
つ
を
は
い
た
ね
こ
・
は
く
ち
ょ
う

の
騎
士
・
金
色
の
し
か
・
マ
ン
ゴ
ー
の
実
と
猿
の

王
様
（
計
46
分
）　

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

▼
入
場
無
料

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
（
絵
本
『
な
ー
ん
だ

な
ん
だ
』
『
ぴ
ょ
ー
ん
』
、
ア
ド
バ
イ
ス
集
な

ど
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
絵
本
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
18
日
㈫
、
4
月
4
日
㈮ 

午
後
１

時
受
付
開
始（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象　

４
カ
月
児
と
保
護
者　

▼
持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

　

3
月
17
日
㈪
・
24
日
㈪
、
4
月
7
日
㈪
・
14
日

㈪〈
映
像
シ
ス
テ
ム
の
更
新
・
蔵
書
点
検
に
伴
う
臨

時
休
館
〉

３
月
27
日
㈭
～
４
月
３
日
㈭

＊
休
館
中
の
本
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利

　

用
く
だ
さ
い
。

開館時間　午前９時３０分〜午後７時

子 

ど 

も 

映 

画 

会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

休  

館  

日

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

新
着
図
書

・
め
ぐ
み
手
帳
（
横
田
滋  

横
田
早
紀
江
）

・
惑
星
地
質
学
（
宮
本
英
昭  

橘
省
吾
編
）

・
日
本
刺
繍
の
美
し
い
図
案
（
草
乃
し
ず
か
）

・
失
敗
ナ
シ
！
は
じ
め
て
の
男
の
手
料
理
（
山
本

　

麗
子
）

・
日
本
人
の
愛
し
た
色
（
吉
岡
幸
雄
）

・
ぬ
ば
た
ま
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

・
阪
急
電
車
（
有
川
浩
）

・
光
の
指
で
触
れ
よ
（
池
澤
夏
樹
）

・
雪
に
な
る
（
谷
村
志
穂
）

・
こ
こ
ろ
げ
そ
う
（
畠
中
恵
）

・
鬼
神
の
狂
乱
（
坂
東
眞
砂
子
）

児
童
書　

・
カ
ラ
ン
バ
！
ア
マ
ゾ
ン
奥
地
へ
向
か
う
（
高
野

　

潤
）

・
チ
ュ
ウ
ガ
ク
セ
イ
の
キ
モ
チ（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

・
む
し
を
た
べ
る
く
さ
（
渡
邉
弘
晴
）

・
カ
タ
ツ
ム
リ
（
草
野
慎
二
）

・
王
の
森
の
ふ
し
ぎ
な
木
（
ジ
ェ
ニ
ー
・
ニ
モ
）

・
す
っ
と
び
犬
指
名
手
配
（
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ス
ト

　

ロ
ン
グ
）

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

　

  

小
さ
い
子
の
た
め
の

　
　
　
　

  

「
お
は
な
し
の
時
間
」

3
月
14
日
（金）

太
田
東
小

3
月
18
日
（火）

星
宮
小

3
月
19
日
（水）

南
河
原
小

 

「
ぼ
く
の
記
憶
は
80
分
し
か
も
た
な
い
」

博
士
の
背
広
の
袖
に
は
、
そ
う
書
か
れ
た
古

び
た
メ
モ
が
留
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
記
憶
を
失
っ
た
天
才
数
学
者
の
元
へ
訪
れ

た
家
政
婦
と
10
歳
に
な
る
息
子
の
３
人
が
、

驚
き
と
喜
び
の
日
々
を
送
っ
て
い
く
話
で
す
。

　

毎
日
会
っ
て
い
る
家
政
婦
で
も
博
士
に
と

っ
て
は
初
対
面
。
だ
か
ら
数
字
に
関
す
る
こ

と
ば
か
り
質
問
し
ま
す
。
ま
た
、
頭
の
形
が

√
に
似
て
い
る
か
ら
と
息
子
を
ル
ー
ト
と
呼

び
、
完
全
数
の
28
が
背
番
号
の
阪
神
タ
イ
ガ

ー
ス
江
夏
豊
投
手
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
博
士

は
、
数
字
を
と
て
も
慈
し
み
敬
い
の
心
を
忘

れ
ま
せ
ん
。

　

僕
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
数
字
に
対
す
る

見
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
最
後
は
と
て
も
感

動
し
ま
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

『
博
士
の
愛
し
た
数
式
』

　

 

小
川　

洋
子 

著

小
林　

和
裕
さ
ん
（
宮
本
）

お 

は 

な 

し 

会

※変更となる場合があります。なお、新年
　度の巡回日程については調整中です。
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の
大
般
若
経
が
あ
る
長
久
寺
（
桜
町
）
で
第
54

回
文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
訓
練
で
は
、
火
災
発
生
を
発
見
し
た
長
久

寺
関
係
者
が
地
元
住
民
と
と
も
に
文
化
財
を
安

全
な
場
所
へ
搬
出
し
て
保
護
し
、
消
火
器
や
水

バ
ケ
ツ
な
ど
で
初
期
消
火
に
あ
た
り
、
そ
の
後
、

消
防
署
お
よ
び
消
防
団
に
よ
る
消
火
活
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
訓
練
参
加
者
を
対
象
に
消
火
器
を
使

用
し
た
消
火
訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
、
火
災
発
生

時
の
初
期
対
応
を
学
び
、
文
化
財
を
守
る
防
火

意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
、
第
21
回
行
田
市
生
涯
学
習
推
進

市
民
大
会
が
産
業
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
コ
ー
ロ
・
フ
ィ
オ
ー
レ
に
よ

る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
屋
根
の
上
の
バ
イ
オ
リ
ン

弾
き
」
に
続
き
、
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
で
理

学
博
士
の
大
槻
義
彦
さ
ん
が
『
超
能
力
・
超
常

現
象
の
科
学
と
非
科
学
』
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。
大
槻
教
授
は
、
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て

い
る
オ
カ
ル
ト
霊
能
番
組
が
、
常
識
を
外
れ
社

会
の
秩
序
を
乱
し
て
い
る
と
指
摘
。
辛
口
な
が

ら
も
随
所
に
笑
い
を
誘
う
発
言
に
、
来
場
者
は

う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

写
真
館

写
真
館

　

昭
和
24
年
に
法
隆
寺
金
堂
が
炎
上
し
壁
画
が

焼
損
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
、
昭
和
30
年
に
１

月
26
日
が
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
１
～
２
月
が
一
年
の
う
ち
で

最
も
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
全
国
で
文
化
財
防
火
運
動
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
１
月
26
日
、
県
指
定
有
形
文
化
財

　

ひ
と
き
わ
寒
さ
が
強
ま
る
こ
の
時
期
で
も
、

水
泳
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
小
学
生
た
ち
は

室
内
プ
ー
ル
で
、
寒
さ
に
負
け
な
い
体
力
づ
く

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
ス
イ
マ
ー
た
ち

が
一
堂
に
集
ま
り
、
２
月
２
日
、
第
21
回
行
田

市
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
大
会
が
市
民
プ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

号
砲
と
と
も
に
勢
い
よ
く
飛
び
込
み
、
水
し

ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら
、
懸
命
に
泳
ぎ
き
る
選
手

た
ち
。
チ
ー
ム
メ
ー
ト
の
声
援
を
浴
び
な
が
ら
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
出
そ
う
と
、
持
て
る

力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

大
槻
教
授
の
辛
口
講
演
会

地
域
で
守
ろ
う
文
化
財

第
54
回
文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練

懸
命
に
泳
ぐ
ス
イ
マ
ー
た
ち
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「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
」
の
声
優
と
し
て

お
な
じ
み
の
常
田
富
士
男
さ
ん
に
よ
る
朗
読
コ

ン
サ
ー
ト
が
２
月
２
日
に
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
常
田
富
士
男
の
あ
っ
た
か
話
」
と
題
し
、

詩
や
童
話
の
朗
読
の
ほ
か
、
終
戦
を
迎
え
疎
開

先
の
学
校
で
の
最
後
の
授
業
風
景
を
振
り
返
っ

た
語
り
で
は
、
当
時
の
情
景
が
浮
か
び
上
が
る

よ
う
な
語
り
口
調
に
引
き
込
ま
れ
る
来
場
者
。

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
ど
こ
か
懐
か
し
い
声
と
ぬ
く

も
り
あ
ふ
れ
る
笑
顔
で
の
語
り
に
、
会
場
全
体

が
“
あ
っ
た
か
い
”
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

１
月
27
日
、
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
世
代

間
交
流 

お
楽
し
み
会
」
が
催
さ
れ
、
そ
ば
試

食
会
に
地
元
の
お
年
寄
り
１
２
１
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

地
域
の
お
年
寄
り
に
感
謝
を
込
め
て
そ
ば
を

振
る
舞
お
う
と
実
施
し
た
も
の
で
、
今
年
で
３

年
目
。
同
セ
ン
タ
ー
で
そ
ば
打
ち
を
学
ん
で
い

る
男
性
学
級
の
皆
さ
ん
が
腕
前
を
披
露
。
女
性

学
級
の
皆
さ
ん
が
揚
げ
た
天
ぷ
ら
と
と
も
に
テ

ー
ブ
ル
に
並
び
ま
し
た
。
心
を
込
め
て
打
っ
た

で
き
た
て
の
そ
ば
を
う
れ
し
そ
う
に
口
に
運
ぶ

お
年
寄
り
た
ち
は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
、
星
宮
公
民
館
で
盆
梅
展
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新
春
の
風
物
詩
と
し
て
昭
和
58

年
か
ら
続
い
て
い
る
こ
の
催
し
に
は
、
星
宮
睦

和
会
の
16
人
の
会
員
ら
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

盆
梅
な
ど
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
の
ほ
か
に
松
、
椿つ
ば
き
、
も
み
じ
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ

な
ど
手
の
込
ん
だ
全
51
点
の
盆
栽
が
所
狭
し
と

並
び
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
会
員
が
咲
か
せ

た
梅
の
ほ
の
か
な
甘
い
香
り
が
広
が
る
会
場

内
。
来
場
者
は
見
事
に
咲
い
た
花
と
香
り
を

楽
し
み
、
一
足
早
い
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

忍
城
主
成
田
長
親
を
主
人
公
に
、
忍
城
水
攻

め
を
題
材
に
し
た
今
話
題
沸
騰
の
歴
史
小
説

「
の
ぼ
う
の
城
」
の
著
者
で
あ
る
和
田
竜り
ょ
うさ

ん

が
１
月
25
日
に
工
藤
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

和
田
さ
ん
は
、
本
市
出
身
の
知
人
の
誘
い
で

行
田
市
を
訪
れ
自
転
車
で
史
跡
を
回
り
取
材
を

し
た
こ
と
や
、
石
田
三
成
率
い
る
２
万
を
超
え

る
大
軍
か
ら
城
を
守
っ
た
史
実
に
興
味
を
持
っ

た
こ
と
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
現
在
、
映
画
化
に
向
け
て
検
討
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
、
工
藤
市
長
も
「
映
画
化
と
な
れ

ば
市
を
挙
げ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
」
と
話

し
、
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

「
の
ぼ
う
の
城
」著
者
が
工
藤
市
長
を
訪
問

ほ
の
か
な
梅
の
香
り
が
広
が
る
盆
梅
展

心
を
込
め
て
打
っ
た
そ
ば
に
舌
つ
づ
み

会
場
を
包
む
“
あ
っ
た
か
い
”
語
り
口
調



　

幼
児
や
シ
ニ
ア
、

女
子
チ
ー
ム
が
各

地
で
数
多
く
発
足

さ
れ
る
な
ど
、
今

や
年
齢
性
別
を
問

わ
ず
人
気
の
高
い
、

国
民
的
ス
ポ
ー
ツ

の
サ
ッ
カ
ー
。
そ

ん
な
サ
ッ
カ
ー
に

心
を
燃
や
し
て
活

動
し
て
い
る
の
が

「
エ
ス
テ
ッ
ク
南

河
原
Ｆ
Ｃ
」
で
す
。

　

18
歳
か
ら
50
歳
ま
で
と
幅
広
い
年
齢
層
の
メ

ン
バ
ー
18
人
で
構
成
さ
れ
た
同
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
は
、
毎
週
日
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
～
正
午

に
南
河
原
中
学
校
校
庭
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
同
ク
ラ
ブ

で
す
が
、
公
式
試
合
で
の
勝
利
実
績
が
高
い
強

豪
チ
ー
ム
で
、
毎
年
４
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

行
わ
れ
る
行
田
リ
ー
グ
で
は
、
昨
年
３
連
覇
を

達
成
し
、
行
田
市
を
代
表
す
る
チ
ー
ム
に
。
埼

玉
県
市
町
村
対
抗
戦
兼
県
民
総
合
体
育
大
会
で

も
最
高
３
位
に
輝
き
、
県
リ
ー
グ
に
進
出
す
る

な
ど
、
県
下
に
そ
の
名
を
は
せ
る
実
力
派
チ
ー

ム
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
特
徴
は
、
強
さ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
勝
つ
こ
と
だ
け
を
目
標
と
せ
ず
、
鉄

剣
マ
ラ
ソ
ン
や
地
区
体
育
祭
な
ど
、
地
元
の
行

事
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
地
域
密
着
型
の
チ
ー

ム
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
を
挙
げ
て
地

20

域
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
人
間
性
を
育
は
ぐ
く

み
、
行
田
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
運
営

方
針
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。

　

「
今
後
の
目
標
は
、
チ
ー
ム
の
技
術
向
上
に

よ
り
県
大
会
な
ど
規
模
の
大
き
い
大
会
で
優
勝

す
る
こ
と
。
市
外
で
の
活
躍
で
行
田
市
を
Ｐ
Ｒ

で
き
れ
ば
」
と
話
す
山
田
喜
治
監
督
。
ル
ー
ル

は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
仲
間
と
と
も
に
ボ
ー
ル

を
追
い
か
け
て
み
た
い
初
心
者
は
も
ち
ろ
ん
、

18
歳
以
下
の
方
で
も
、
女
性
で
も
、
す
ぐ
に
打

ち
解
け
ら
れ
る
気
さ
く
な
メ
ン
バ
ー
が
歓
迎
し

て
く
れ
ま
す
。
家
族
で
の
参
加
者
も
多
い
エ
ス

テ
ッ
ク
南
河
原
Ｆ
Ｃ
で
楽
し
い
サ
ッ
カ
ー
ラ
イ

フ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ　

今
村
雄
一
☎
０
９
０―

８
８
７
０―

６
４
１
６

　このコーナーに登場していただける
方・団体・作品を募集しています。また、
俳句コーナーへの掲載募集は毎月５日ま
でに広報広聴課へご応募ください。なお、
応募いただいた作品は必ず掲載できるわ
けではありませんのでご了承ください。
　行田市本丸２―５・行田市役所広報広
聴課広報広聴担当まで（内線３１８）

広
場〜地域密着型のサッカーチームに〜

エステック南河原ＦＣ

矢
場　
　

安
田　

幸
江

濡
れ
縁
に
猫
の
た
わ
む
れ
春
隣
り

忍　
　
　

丸
山　

連
子

半
世
紀
支
へ
合
ふ
幸
実み

万ま
ん

両り
ょ
う

佐
間　
　

根
岸　

克
美

お
だ
や
か
に
常つ

ね

着ぎ

で
終
る
三
ケ
日

谷
郷　
　

高
橋　

保
子

足
袋
干
し
て
ゆ
る
り
ほ
ぐ
る
る
遠
い
日
々

富
士
見
町  

お
お
ば
水
杜

あ
れ
や
こ
れ
頼
り
頼
ら
れ
老
い
の
春

持
田　
　

長
田　

義
子

春
待
つ
や
一い

ち
じ
ゅ
い
つ
そ
う

樹
一
草
古
墳
群

須
加　
　

飯
塚
よ
ね
子

初
日
の
出
生
き
て
く
力
い
た
だ
け
り

下
須
戸 

　 

田
島　

星
州

猫
に
鈴
つ
け
る
談
合
嫁
が
君

向
町　
　

佐
藤　

猶
子

少
し
づ
つ
減
ら
す
肩
の
荷
去
年
今
年

清
水
町 

　 

菅
谷
実
津
湖

花
嫁
を
送
り
出
す
門
松
飾
り

清
水
町 

　 

松
岡　
　

博

つ
く
ば
い
の
手ち

ょ
う
ず水
に
覚
ゆ
寒
の
入
り

私
の
作
品

俳
句
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31
文
字
の
中
で
情
景
や
心
情
を
表
現
す
る
短

歌
。
今
回
は
、
酪
農
を
営
ん
で
い
た
経
験
な
ど

を
短
歌
と
し
て
書
き
た
め
、
一
冊
の
本
に
し
て

出
版
し
た
下
忍
に
お
住
ま
い
の
荒
井
王
子
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
短
歌
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
荒
井
さ
ん
が
、
自
ら
短
歌
を
詠
む
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
酪
農
を
営
む
農
家
へ
嫁
い
で
か

ら
だ
そ
う
で
す
。
「
乳
牛
の
世
話
や
子
牛
の
出

産
な
ど
忙
し
く
働
く
毎
日
で
、
公
民
館
の
サ
ー

ク
ル
に
誘
わ
れ
て
も
思
う
よ
う
に
参
加
で
き
ず
、

家
に
い
な
が
ら
何
か
で
き
な
い
か
と
探
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
作
業
日
誌
の
代
わ
り
と
し
て

日
記
の
片
隅
に
短
歌
を
書
き
記
し
て
お
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
、
仕
事
に
精
を
出
す
傍
ら

で
、
心
の
憩
い
と
な
る
趣
味
を
見
つ
け
た
荒
井

さ
ん
は
、
平
成
８
年
か
ら
埼
玉
新
聞
の
短
歌
投

稿
欄
へ
応
募
し
て
自
ら
の
実
力
を
試
す
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

新
聞
の
投
稿
欄
に
も
し
ば
し
ば
作
品
が
載
る

よ
う
に
な
っ
た
荒
井
さ
ん
は
、
酪
農
と
い
う
仕

事
を
短
歌
で
後
世
に
残
そ
う
と
、
平
成
17
年
４

月
に
歌
集
『
わ
が
天
職
』
を
自
費
出
版
し
ま
し

た
。
「
農
作
業
中
で
も
ポ
ケ
ッ
ト
に
鉛
筆
を
忍

ば
せ
、
“
こ
れ
”
と
い
う

言
葉
が
ひ
ら
め
く
と
乳
牛

の
肥
料
袋
の
切
れ
端
に
メ

モ
し
、
ノ
ー
ト
に
書
き
た

め
て
い
ま
し
た
。
荒
井
家

が
酪
農
を
営
ん
で
い
た
証

と
短
歌
を
愛
し
た
自
分
史

が
本
に
な
り
、
周
囲
の
方

も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
」

と
の
言
葉
ど
お
り
、
３
年

前
に
酪
農
か
ら
退
い
た
荒
井
さ
ん
が
つ
づ
っ
た

４
２
３
首
の
歌
集
は
、
41
年
間
の
酪
農
人
生
が

凝
縮
さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
小
学
生
の
孫
も
一
緒
に
短
歌
を
詠
む

よ
う
に
な
り
、
そ
の
内
容
や
出
来
栄
え
に
驚
か

さ
れ
る
と
目
を
細
め
る
荒
井
さ
ん
は
、
「
理
解

あ
る
夫
と
と
も
に
牛
を
育
て
て
こ
ら
れ
た
こ
と

は
最
高
の
幸
せ
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
新
た

な
ひ
ら
め
き
に
心
躍
ら
せ
な
が
ら
、
長
生
き
し

て
、
い
つ
ま
で
も
夫
に
食
事
を
作
っ
て
あ
げ
た

い
」
と
今
後
の
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

酪
農
人
生
が
凝
縮
さ
れ
た
歌
集
を
出
版

荒
井　

王
子 

さ
ん
（
下
忍
・
65
歳
）

谷
郷　
　

鴇
崎　

信
行

霜
柱
続
く
畔
道
学こ童
ら
の
跡

持
田　
　

丸
山　

麟
一

ぼ
た
ん
雪
降
っ
て
喜
ぶ
犬
二
匹

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

はじめまして
今月は、平成 19年 5月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線 318）
　　　　締め切りは 3月 31 日㈪です。
抽選会は4月2日㈬の午後1時30分市役所203会議室

大
澤　

蒼あ
お
い生

ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

秀
貴
・
由
香
里
さ
ん
の
長
女

平
成
19
年
３
月
30
日
生
ま
れ

「
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
よ
く
ね
」

星
野　

美み
そ
ら空

ち
ゃ
ん（
長
野
）

貴
弘
・
多
喜
子
さ
ん
の
長
女

平
成
19
年
３
月
６
日
生
ま
れ

「
未
来
は
花
屋
の
看
板
娘
♡
」

金
子　

桃も
も
え愛

ち
ゃ
ん（
持
田
）

哲
英
・
由
紀
さ
ん
の
長
女

平
成
19
年
３
月
15
日
生
ま
れ

「
み
ん
な
の
人
気
者
♡
」

高
橋　

七な
な
み美

ち
ゃ
ん（
長
野
）

洋
介
・
美
幸
さ
ん
の
長
女

平
成
19
年
３
月
13
日
生
ま
れ

「
元
気
よ
く
、ま
っ
す
ぐ
に
！
」

『
河
岸
の
街
』（
油
絵
）

栗
原　

子
雄
（
須
加
）

岡
村　

煌こ
う
へ
い平

ち
ゃ
ん（
埼
玉
）

和
也
・
理
絵
さ
ん
の
長
男

平
成
19
年
３
月
９
日
生
ま
れ

「
が
ん
ば
れ
！
末
っ
子
長
男
☆
」



▼
日
時　

４
月
５
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時
※
雨
天
ま
た
は
強
風
の
場

合
中
止
（
た
だ
し
、
茶
会
の
み
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
で
開

催
）　

▼
場
所　

水
城
公
園
市
民
広

場　

▼
内
容　

行
田
大
茶
会
（
先
着

４
０
０
人
）、
輪
投
げ
、
風
船
つ
り

（
小
学
生
以
下
）、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
食
べ
物
店　

※
多
少
の
変
更
の

場
合
あ
り　

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田

市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
・
内

線
３
８
２
）

▼
日
時　

４
月
５
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所　

水
城
公
園
市

民
広
場　

▼
募
集
数　

30
区
画
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

▼
費
用 

１
区
画
（
２
ｍ
×
２
ｍ
）
１
千
円 

▼
応
募
方
法　

３
月
21
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信

文
面
に
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
職

業
・
電
話
番
号
、
出
品
内
容
、
返
信

あ
て
名
面
に
応
募
者
の
あ
て
名
を
明

記
し
、
〒
３
６
１―

８
６
０
１
行
田

市
本
丸
２―

５　

行
田
市
観
光
協
会

へ
。 

▼
そ
の
他　

１
グ
ル
ー
プ
ま

た
は
個
人
１
区
画
の
み
と
し
重
複
応

募
は
無
効
。
ペ
ッ
ト
類
・
飲
食
物
の

出
品
お
よ
び
営
利
目
的
の
参
加
は
不

可
。 
▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
観

光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
・
内
線

３
８
２
）

▼
日
時　

４
月
５
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所　

水
城
公
園
市

民
広
場　

▼
募
集
数　

若
干
店
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

▼
費
用 

１
区
画
（
４
ｍ
×
３
ｍ
）
１
千
円 

▼
応
募
方
法　

３
月
21
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往
信

文
面
に
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
職

業
・
電
話
番
号
、
販
売
品
、
返
信
あ

て
名
面
に
応
募
者
の
あ
て
名
を
明
記

し
、
〒
３
６
１―

８
６
０
１
行
田
市

本
丸
２―

５
行
田
市
観
光
協
会
へ 

▼
そ
の
他　

販
売
品
は
飲
食
物
と

し
、
営
業
許
可
を
受
け
て
い
る
こ

と
。
器
具
・
機
材
な
ど
は
出
店
者
が

用
意
す
る
こ
と
。 

▼
問
い
合
わ
せ 

行
田
市
観
光
協
会 

（
商
工
観
光
課

内
・
内
線
３
８
２
）

▼
日
時　

３
月
30
日
㈰
午
前
９
時
～ 

▼
場
所　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ 

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方　

▼
種
目
・
参
加
費　

①
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
（
１
・
２
部
）
一
般

６
０
０
円
、
高
校
生
３
０
０
円　

②

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

一
般
８
０
０
円
／

組
、
高
校
生
５
０
０
円
／
組　

③
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
（
１
・
２
部
）
一
般

６
０
０
円
、
高
校
生
３
０
０
円　

④

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

一
般
８
０
０
円
／

組
、
高
校
生
５
０
０
円
／
組　

⑤

男
・
女
シ
ニ
ア
の
部
（
50
歳
以
上
）

６
０
０
円　

⑥
中
学
生
の
部　

男

子
シ
ン
グ
ル
ス
３
０
０
円
、
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
3
０
０
円　

※
一
般
男
女

は
１
人
２
種
目
ま
で
出
場
可
（
た
だ

し
男
子
２
部
と
シ
ニ
ア
の
重
複
は
不

可
）
※
連
盟
未
登
録
者
は
各
種
目
と

も
２
０
０
円
高
く
な
り
ま
す　

▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月
12
日

㈬
午
後
７
時
ま
で
に
郵
送
、
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
田
市
卓
球
連
盟
事

務
局
田
島
直
也
（
小
針
２
５
８
５
）

へ
☎
５
５
９―

３
７
８
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
９―

０
７
１
４

▼
日
時　

４
月
13
日
㈰
（
雨
天
の
場

合
４
月
20
日
㈰
）
午
前
８
時
受
け
付

け
開
始　

午
前
８
時
15
分
開
会　

▼

場
所　

富
士
見
公
園
庭
球
場
ほ
か 

▼
種
目　

一
般
男
子
、
一
般
女
子 

▼
試
合
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式 

▼
参
加
費　

１
ペ
ア
１
千
円
（
一

般
）、
６
０
０
円
（
中
学
生
、
高
校

生
）
※
大
会
当
日
受
付
で
徴
収　

▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月
28

日
㈮
ま
で
に
〒
３
６
１―

０
０
２
３

行
田
市
長
野
１
０
４
５
間
庭
経
之
宅

☎
０
９
０―

１
１
０
５―

２
５
７
１

へ
※
同
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttp://w

w
w

.geocities.
jp/gyoudasofttennis/

▼
日
時　

３
月
27
日
㈭
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分
（
正
午
～
午
後

１
時
を
除
く
） 

▼
場
所　

産
業
文
化

会
館　

▼
内
容　

全
血
献
血　

▼
そ

の
他　

本
人
確
認
の
た
め
、
運
転
免

許
証
な
ど
の
提
示
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

▼
主
催　

行
田

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

▼
問
い
合
わ

せ　

埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
２―

９
８
５―

６
９
３
３

22

広告

水
城
公
園

 

桜
ボ
ン
ボ
リ
ま
つ
り

平
成
19
年
度

行
田
市
民
卓
球
大
会
冬
季
大
会

＊広告掲載の問い合わせは、（有）三共社印刷所へ　☎５５６ー６２０１

第
29
回
千
代
田
杯
争
奪

　

  

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

水
城
公
園
桜
ボ
ン
ボ
リ
ま
つ
り

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

水
城
公
園
桜
ボ
ン
ボ
リ
ま
つ
り

　
　
　
　
　

 
食
べ
物
出
店
者

 

献　

血
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行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
は
市
内
の
桜
の
花
が
楽
し
め
る
場

所
、桜
の
種
類
な
ど
を
紹
介
す
る「
行

田
さ
く
ら
マ
ッ
プ
」
を
製
作
し
ま
し

た
。
無
料
で
す
の
で
マ
ッ
プ
を
手
に

行
田
の
桜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
開
始  

３
月
18
日
㈫
〜 

▼
配
布
場
所  

各
地
区
公
民
館

な
ど  

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田

さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
☎

５
６
４―

３
０
０
０  

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジh
ttp

://w
w

w
.tvg

.n
e

.jp
/

s-rotary/

▼
日
時　

４
月
６
日
㈰
【
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
】
午
前
９
時
～
10
時
【
総
会
】

午
前
10
時
～
10
時
30
分
※
小
雨
決
行 

▼
場
所　

馬
見
塚
集
会
所　

▼
対
象 

環
境
浄
化
に
関
心
の
あ
る
方
や
子
ど

も
会
育
成
関
係
者
な
ど　

▼
そ
の
他 

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い　

▼
主
催　

星
川
の
自
然
と
キ

タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会　

▼
後
援　

行

田
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク　

▼
問
い
合
わ
せ　

角
倉
宅
☎

５
５
７―

０
９
２
０
ま
た
は
橋
本
宅

☎
５
５
３―

３
１
１
３

▼
日
時　

第
１
・
３
日
曜
日
（
第
１

回
は
４
月
13
日
㈰
）
午
前
９
時
～
11

時　

▼
場
所　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ　

▼
対
象　

小
学
生　

▼
内

容　

走
る
・
跳
ぶ
な
ど
の
陸
上
運
動

の
基
本　

▼
入
会
金　

１
千
円　

▼

会
費　

月
額
５
０
０
円　

▼
定
員 

50
人
（
練
習
日
に
随
時
受
け
付
け
） 

▼
主
催　

行
田
市
陸
上
競
技
協
会 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
協
会
奥
泉
宅
☎

５
５
５―

０
８
１
４

▼
日
時　

○
火
曜
日
コ
ー
ス
（
四
ツ

葉
）
４
月
８
日
～
６
月
24
日
の
毎
週

火
曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
全

10
回
）
※
祝
日
を
除
く　

○
水
曜
日

コ
ー
ス
（
ジ
ョ
イ
フ
ル
）
４
月
16
日

～
６
月
25
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
１

時
～
２
時
30
分
（
全
10
回
）
※
４
月

23
日
を
除
く　

▼
場
所　

忍
・
行
田

公
民
館　

▼
対
象　

女
性　

▼
費
用 

１
千
円　

▼
主
催　

四
ツ
葉
・
ジ
ョ

イ
フ
ル
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
ク

ラ
ブ
常
見
宅
☎
５
５
６―

２
４
７
１

（
午
後
６
時
～
９
時
※
土
曜
日
を

除
く
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
の
中
で
仲
間
た

ち
と
と
も
に
笑
い
、
泣
き
、
感
動
し
、

そ
の
中
か
ら
日
本
人
と
し
て
の
思

い
や
り
の
心
や
道
徳
心
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
「
魂
塾
」
を
開
校
し

ま
す
。

▼
期
日　

３
月
15
日
㈯
（
説
明
会
）

～
11
月
８
日
㈯
（
卒
業
式
・
閉
校

式
）
※
全
９
回　

▼
内
容　

ミ
ニ

ゲ
ー
ム
、
白
河
市
・
桑
名
市
の
子
ど

も
た
ち
と
の
合
同
キ
ャ
ン
プ
、
だ
ん

べ
踊
り
な
ど　

▼
対
象　

市
内
小
学

校
に
通
う
新
５
・
６
年
生　

▼
定
員 

40
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

１
万

円
（
教
材
費
、
交
通
費
、
宿
泊
費
、

保
険
料
含
む
） 

▼
主
催　

㈳
行
田
青

年
会
議
所　

▼
後
援　

行
田
市
、
行

田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

㈳
行
田
青
年
会
議
所
事
務
局

☎
５
５
６―

４
１
１
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
６―
６
５
６
２
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「
行
田
さ
く
ら
マ
ッ
プ｣

を

　
　

     　

  

配
布
し
ま
す

星
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
と
「
星
川
の

自
然
と
キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会
」
総
会

「 あなたから　捨てない拾う　注意する 」ポイ捨て防止啓発環境標語

忍
・
行
田
公
民
館
ク
ラ
ブ

 

ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

 

陸
上
教
室

　ハンマー投競技の発展に尽力されている、市内
在住の大川守夫さんの功績をたたえ、開催します。

▶大会日程　４月５日（土）
　【高校男子、一般女子】午前10時～
　【高校女子】午後１時～　
　【一般男子】午後２時～　
※４月６日（日）午前９時～午後２時に練習会を行
います
▶場　　所　熊谷スポーツ文化公園投てきグラウンド
▶競 技 者　一般（大学生 
含む）、高校生（平成20 
年度日本陸連・各都道府県
陸連登録者）
▶観覧無料
▶主　　催
埼玉県陸上競技協会
▶問い合わせ
大川宅☎５５６―１４４１

  

「
魂

こ
こ
ろ

塾
」
を

　
　
　

開
校
し
ま
す

第１回ハンマー投  大川杯大会



　

弁
当
な
ど
の
食
品
・
蓮
に
関
連

す
る
雑
貨
な
ど
を
出
品
し
て
い
た

だ
け
る
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
条
件　

①
市
内
に
事
業
所

を
お
く
業
者　

②
来
園
者
の
利
便

に
供
す
る
も
の
を
販
売
で
き
る
業

者　

③
一
年
を
通
じ
継
続
的
に
商

品
を
出
品
で
き
る
業
者　

④
法
人

税
ま
た
は
市
・
県
民
税
を
完
納
さ

れ
て
い
る
業
者
、
①
～
④
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

▼
募
集
枠　

３
業
者　

▼
応
募
締

め
切
り　

３
月
25
日
㈫
午
後
４
時

ま
で

▼
日
時　

３
月
20
日
㈭
～
30
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
９
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
） 

▼
場
所　

商

工
セ
ン
タ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル 

▼
テ
ー
マ 
「
ふ
る
さ
と
ぶ
ら
り

散
歩
２
」
お
よ
び
「
自
由
作
品
」 

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

３
月
22
日
㈯
午
後
１
時

30
分
開
演　

▼
場
所　

商
工
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

邦
楽
・

邦
舞
（
島
の
千
歳
ほ
か
）
の
鑑
賞

お
よ
び
解
説
、
伝
統
文
化
こ
ど
も

教
室
生
徒
に
よ
る
日
本
舞
踊
・
邦

楽
の
発
表
会　

▼
出
演　

西
川
扇

由
女
、
東
音
会 

越
智
義
乃
、
伝

統
文
化
こ
ど
も
教
室
生
徒
ほ
か 

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ 

産
業
文
化
会
館
☎
５
５
６―

６
３
７
１

▼
日
時　

３
月
14
日
㈮
～
16
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
） 

▼
場
所　

産

業
文
化
会
館
地
下
創
作
室 

▼
内

容  

絵
画
ク
ラ
ブ
俊
和
会
の
展
覧

会  

▼
主
催  

絵
画
ク
ラ
ブ
俊
和
会

▼
期
日  

３
月
20
日
㈭
・
22
日

㈯
・
23
日
㈰  

▼
内
容  

【
古
代
蓮

の
里
売
店
】
店
内
お
よ
び
屋
外
に

１
０
０
円
均
一
の
特
別
販
売
所
を

設
け
、
大
売
り
出
し
開
催  

【
古

代
蓮
会
館
】
入
館
者
を
対
象
に

ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
無
料
サ
ー
ビ
ス

実
施  

【
古
代
蓮
う
ど
ん
店
】
お

食
事
を
さ
れ
た
方
に
「
ゆ
で
た
ま

ご
」
を
１
個
サ
ー
ビ
ス  

▼
そ
の

他　

各
施
設
と
も
営
業
時
間
は
通

常
ど
お
り
で
す
。

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html
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行田市の人口と世帯　　　　 人口８７,６６０人　　男４３,６５９人　　女４４,００１人　　世帯数３２,１１８世帯
（平成２０年２月１日現在）　  １月中の異動　出生６９人　転入等１６５人　死亡７２人　転出等１８５人

　
「
デ
イ
ケ
ア
こ
こ
ろ
」
と
近
隣
に

在
住
の
障
害
者
ら
に
よ
る
絵
画
・
写

真
・
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
作
品
を
集
め

た
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時　

４
月
２
日
㈬
～
15
日
㈫

（
月
曜
休
館
）
午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分
（
入
場
は
午
後
３
時
ま
で
・

15
日
は
午
前
中
の
み
） 

▼
場
所　

郷

土
博
物
館
企
画
展
示
室　

▼
入
場

料　

大
人
２
０
０
円
、
大
学
生
・
高

校
生
１
０
０
円
、
小
学
生
50
円
※
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
は
無
料 

▼
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
こ

う
せ
ん
デ
イ
ケ
ア
こ
こ
ろ
今
泉
☎

５
５
５―

１
１
０
０
（
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）

▼
日
時　

５
月
10
日
㈯
午
後
１
時
開

演　

▼
場
所　

鴻
巣
市
文
化
セ
ン

タ
ー
ク
レ
ア
こ
う
の
す
大
ホ
ー
ル 

▼
曲
目　

お
ま
え
に
、
赤
い
ス
イ
ト

ピ
ー
、ユ
ー
モ
レ
ス
ク 

ほ
か　

▼
入

場
無
料　

▼
そ
の
他　

抽
選
会
あ
り 

▼
問
い
合
わ
せ　

大
場
彩
詩
☎

０
８
０―

５
６
７
７―

３
２
８
５

 

春
の
ア
ー
ト
展

埼
玉
県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
０
８

大
正
琴
「
和

や
わ
ら
ぎ」

発
表
会

俊
和
会
絵
画
作
品
展

▼
勤
務
内
容　

受
付
を
含
む
案
内

業
務
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

週
２
～
４
日
程
度
の
勤
務
） 
▼
勤

務
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分
（
蓮
の
開
花
期
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
時
は
、
早
朝
当
番
あ
り
） 

▼
応
募
資
格　

18
歳
か
ら
45
歳
く

ら
い
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
の
勤
務
が
可
能
な
方　

▼
募
集

人
数　

１
人　

▼
時
給　

７
５
０

円
（
試
用
期
間
７
２
０
円
）
※

午
前
７
時
～
９
時
の
勤
務
は
時
給

９
０
０
円　

▼
応
募
方
法　

３
月

30
日
㈰
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
古
代
蓮
会
館
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

古
代
蓮
の
里
売
店
出
店

登
録
業
者
募
集

ふ
る
さ
と
写
真
館
・
春

み
ん
な
で
つ
く
る　
　

み
ん
な
の
写
真
館

邦
楽
・
邦
舞
の
つ
ど
い

古
代
蓮
の
里　
　

『
春
の
感
謝
祭
』

古
代
蓮
会
館　
　

ス
タ
ッ
フ
募
集



■2008.３.１  ■行田市役所／TEL556-1111

▼
日
時　

４
月
３
日
㈭
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会

館
や
す
ら
ぎ
の
里　

▼
対
象　

市
内

在
住
の
乳
幼
児
を
持
つ
父
母　

▼

会
費　

１
０
０
円　

▼
内
容　

子

育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
（
託
児

つ
き
）　

▼
定
員　

30
人　

▼
主
催 

行
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会 

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田
市
社
会
福

祉
協
議
会　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

３
月
３
日
㈪
か
ら
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

３
月
29
日
㈯
正
午
～
午

後
３
時
（
材
料
が
無
く
な
り
次

第
終
了
） 

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館

休
憩
所　

▼
内
容　

今
年
の
干え

支と

に
ち
な
ん
だ
「
ね
ず
み
」
を
作
り

ま
す
。
制
作
時
間
の
目
安
は
１
体

30
分
程
度
で
、
お
子
さ
ん
で
も
楽

し
め
る
内
容
で
す
。
※
多
少
の
変

更
の
場
合
あ
り　

▼
講
師　

吉
田

初
代
さ
ん
（
全
国
創
作
ね
ん
土
人

形
の
会
） 

▼
定
員　

約
１
０
０
人 

▼
参
加
費　

２
０
０
円
（
１
体
の

材
料
代
）
※
入
館
料
が
別
途
必
要 

▼
申
し
込
み　

当
日
館
内
で
受
け

付
け
ま
す
。

▼
日
時　

４
月
13
日
㈰
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

忍
・
行
田
公

民
館　

▼
内
容　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」
ほ
か　

▼
入
場

無
料

【
団
員
募
集
】

▼
練
習
日
時　

毎
週
土
曜
日
の
午

後
１
時
30
分
～
4
時
30
分　

▼
場
所 

忍
・
行
田
公
民
館　

▼
対
象　

小
学

１
年
生
～
中
学
２
年
生　

▼
費
用 

月
額
３
千
円　

▼
問
い
合
わ
せ　

同

合
唱
団
会
長
古
田
宅
☎
５
５
６―

６
７
１
９

▼
勤
務
場
所　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室　

▼

勤
務
時
間　

週
５
日
程
度
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
に
よ
り
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
ま
た
は
午
後

１
時
～
９
時
30
分（
休
憩
１
時
間
） 

▼
募
集
人
員　

若
干
名　

▼
時
給 

１
千
円（
試
用
期
間
２
カ
月
あ
り
） 

▼
対
象　

ト
レ
ー
ナ
ー
経
験
の
あ

る
方
お
よ
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
経
験

豊
富
な
方
（
経
験
者
優
遇
）　

▼

申
し
込
み　

３
月
23
日
㈰
ま
で
に

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
参
の

う
え
、
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

窓
口
へ
※
社
会
保
険
加
入
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国民健康保険税・・・・・・９期　　　
介護保険料・・・・・・・・９期　　　納期限・・・・３月３１日（月）

今月の納税

行
田
少
年
少
女
合
唱
団

　
 

第
33
回
定
期
演
奏
会

 

子
育
て
談
話
室

　
　
　
　

た
ん
ぽ
ぽ

行田市体操連盟会員

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
業
務

臨
時
職
員
募
集

紙
粘
土
細
工
講
座

ね
ず
み
ち
ゃ
ん

▶日時　3月23日（日）午後１時～１時30分 受付
　　　　　　　　　　　  午後１時30分 抽選開始
▶場所　行田グリーンアリーナ2階研修室
▶募集対象

▶会費　月額2,500円（入会金2,000円）
▶問い合わせ　同連盟事務局若林
　　　　　　　☎090－3091－1781

コース・クラス 活 動 日 時 対　象 定 員

親子クラス 毎週水曜日
午後 2 時 30 分～ 3 時 30 分

3 歳児
（新年少児）

と親
30 組

幼児クラス 毎週水曜日
午後 3 時 30 分～ 4 時 30 分 新年中児 20 人

Ｅコース 毎週火曜日
午後 3 時 10 分～ 4 時 10 分 新年長児 若干名

１年生クラス 毎週水曜日
午後 4 時 30 分～ 5 時 30 分 新１年生 10 人

Ｋコース 毎週土曜日
午後 3 時～ 4 時

新１年生～
新 3 年生 15 人

L コース 毎週土曜日
午後 4 時～ 5 時 新 4 年生以上 若干名

▶日　　時　３月20日（木）
　　　　　　午前11時〜、午後２時〜（各45分）
▶場　　所　古代蓮会館研修工作室
▶上映作品　モーゼ
▶そ の 他　入館料（大人400円、小人200円）
　　　　　　が必要です。

古代蓮会館アニメ上映会



今
回
か
ら
、
行
田
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
“
近
代
化

遺
産
”
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
行
田
の
歴
史
と
、
歴
史
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
ま
す
。

「
近
代
化
遺
産
っ
て
な
に
？
」

近
代
化
遺
産
と
は
、
幕
末
か
ら
第
２
次
世
界
大
戦
の
間

に（
近
代
的
な
技
術
や
手
法
で
）つ
く
ら
れ
た
工
場
、鉄
道
、

ト
ン
ネ
ル
、
発
電
所
、
樋
門
、
上
下
水
道
施
設
な
ど
、
日

本
の
近
代
化
を
支
え
た
産
業
、
交
通
、
土
木
に
関
係
す
る

建
物
や
施
設
、
工
作
物
な
ど
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
そ
れ

ら
の
建
物
や
施
設
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
設
備
、
機
械
、
家

具
、
車
両
、
備
品
な
ど
も
近
代
化
遺
産
に
含
ま
れ
ま
す
。

「
近
く
に
古
い
の
こ
ぎ
り
屋
根
の
足
袋
工
場
や
、
レ
ン
ガ

の
水
門
が
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
ら
も
近
代
化
遺
産
と
い
う

“
文
化
財
”
に
な
る
の
？
」

そ
う
で
す
。
つ
い
最
近
ま
で
は
文
化
財
と
い
う
と
、
江

戸
時
代
よ
り
古
い
建
物
、
古
美
術
品
、
古
文
書
、
埴
輪
な

ど
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
古
い
文

化
財
が
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
明
治

時
代
以
降
の
日
本
や
地
域
の
近
代
化
を
支
え
た
建
物
や
施

設
は
、
古
く
な
っ
て
建
て
替
え
ら
れ
た
り
壊
さ
れ
た
り
し

て
、
急
速
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
身
近
に
あ
る

の
で
、
そ
の
価
値
に
気
づ
か
な
い
」「
こ
の
ま
ま
で
は
今

の
日
本
の
礎
を
築
い
た
近
代
化
の
時
代
を
物
語
る
文
化
遺

産
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
」と
い
う
危
機
感
か
ら
文
化
庁
は
、

平
成
５
年
に
文
化
財
の
種
別
と
し
て
近
代
化
遺
産
を
設
け

て
保
護
を
始
め
ま
し
た
。

「
近
く
に
あ
る
足
袋
工
場
や
水
門
は
、
今
も
使
わ
れ
て
い

る
け
ど
、
文
化
財
に
な
る
と
自
由
に
使
え
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
？
」

そ
れ
は
誤
解
で
す
。
近
代
化
遺
産
に
な
る
よ
う
な
建
物

や
施
設
に
は
、
今
も
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
文
化
庁
は
、
平
成
８
年
に
「
登
録
文
化
財
」

と
い
う
制
度
を
新
た
に
設
け
、
文
化
財
を
資
産
と
し
て
生

か
し
な
が
ら
ゆ
る
や
か
に
守
る
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、あ
な
た
の
家
が
登
録
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
も
、

建
物
の
外
側
を
大
き
く
変
え
る
と
き
に
届
け
出
が
必
要
に

な
る
（
指
導
は
あ
り
ま
す
が
、
変
更
の
禁
止
は
あ
り
ま
せ

ん
）
ほ
か
は
、
ほ
と
ん
ど
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
内
に
は
足
袋
工
場
や
足
袋
を
保
管
し
て
お
く
足
袋
蔵

な
ど
、
足
袋
産
業
関
連
の
近
代
化
遺
産
が
数
多
く
あ
り
、

農
家
の
蔵
な
ど
も
含
め
る
と
３
０
０
以
上
の
蔵
が
あ
り
ま

す
。
市
で
は
、平
成
16
年
以
降
５
件
の
建
物
（
群
）
が
「
国

登
録
有
形
文
化
財
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
市
教
育
委
員

会
で
は
、
今
後
も
多
く
の
近
代
化
遺
産
を
文
化
財
登
録
し

て
保
護
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
資
産
と
し
て
も

役
立
て
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
近
代
化
遺
産
は
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ
こ
と
が
あ
る

の
？
」

近
年
、
各
地
で
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た
個
性

あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
身
近
に
あ
る
地
域
の
歴
史
と
文
化
を
伝
え
る
近
代
化

遺
産
を
、観
光
施
設
、博
物
館
、福
祉
施
設
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
な
ど
に
再
活
用
し
て
、
ま
ち
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い

る
市
町
村
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近
代
化
遺
産
を

訪
れ
る
観
光
客
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
代
化

遺
産
を
再
活
用
す
る
こ
と
は
、
建
て
替
え
る
の
に
比
べ
て

ご
み
が
出
ず
、
歴
史
的
環
境
を
守
る
こ
と
が
で
き
、
建
築

費
の
節
約
に
も
つ
な
が
る
、
エ
コ
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
づ
く
り
で
も
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
近
代
化

遺
産
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
る
、
慣
れ
親
し
ん
だ
ふ
る
さ
と

の
風
景
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
す
行
田
市
に
は
、
こ
の
よ
う
に
貴
重
な

近
代
化
遺
産
が
、
ま
だ
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。
次
回

か
ら
は
そ
れ
ら
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

　こんにゃくは主成分にグルコマンナンを含んでいます。グルコマンナンは、人
間の消化酵素では分解できない食物繊維です。腸内を移動する間に便を軟らかく
して便通をよくし、老廃物を体外に排せつします。糖尿病、脂質異常症（高脂血症）
の改善にも役立ちます。また、低エネルギーなのでダイエット食にも向いています。

材料（２人分）
つきこんにゃく…70g　なす…２本　豚ひき肉…50g　長ネギ…2cm　根しょう
が…１／５片　Ａ ( 中華スープの素…小さじ１／６　水…200ml　砂糖…小さじ
１／３　酒・みそ・しょう油…各大さじ１／３)　油…大さじ１／２　豆板醤…小
さじ１／４　ごま油…小さじ１／３　水溶き片栗粉…片栗粉・水各大さじ１／３

作り方
①こんにゃくは湯通しする。なすは皮をむき縦にさき、長さを半分に切って

水につけてアクをぬき、水気をふき取る。長ネギ・根しょうがはみじん切
りにする。

②フライパンに油を入れ、なすを加えて炒める。しんなりしたら一度取り
出す。

③同じフライパンで長ネギ・根しょうがを香りよく炒め、豆板醤・ひき肉を
加える。肉の色が変わったらＡの合わせ調味料を入れ、沸騰したらこん
にゃく、なすを加え水溶き片栗粉でとろみをつけ、ごま油を加える。

… お 腹 の 掃 除 役 …
マーボーなすこんにゃく

栄養成分（１人分）
エネルギー 239kcal　たんぱく質 6.2g　脂質 5.7g 
炭水化物 15.1g　食塩相当量 1.0g　食物繊維 32.0g

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

■発行日／平成20年 3月1日

■発　行／行田市役所　〒３６１−８６０１行田市本丸2番5号
　　　　　TEL ５５６−１１１１　FAX ５５０−２１１６
　　　　　ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp
　　　　　携 帯 サ イ ト http://www.city.gyoda.lg.jp/i/

■編　集／総合政策部広報広聴課

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。
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環境にやさしい大豆油インキ
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